
研四尼夏

勇 ほ 号
平成11年度

本州北辺地域における先史アスファルト利用 福田友之 1 ~24 

縄文時代住居跡の出入りロー青森県の事例を中心として一 成田滋彦 25~38 

縄文時代の灯明具？ー小型土器の用途について一 白烏文雄 39-41 

南郷村畑内遺跡出土のすり石について 茅野嘉雄 42~44 

東北地方北部の齊木畑式土器 永嶋 翡 45-58 

大光寺城跡の歴史景観復元について 齋藤 正 59~66 

2000 

青森県埋蔵文化財調査センター





研究紀要第 5号 ・ 2 0 0 0 ー

本州北辺地域における先史アスファルト利用

福田友之

l.はじめに

東日本の縄文遺跡から出土する石器や土器 ・土偶などに、しばしば黒色の付沿物が確認される。こ
（注 I)

れらの大半は、一般的に天然アスファルト（以下、アスファルトとする）とみられるもので、石鏃 • 石

槍などの着柄、土器 ・士偶の修理等の際の接着剤として用いられたものである。

アスファルトは、原油に含まれる揮発成分が失われた結果、あとに残った不揮発製の物質である。

わが国では、日本海側の秋田県から新潟県にいたる祉l田地帯に産出するが、縄文人による利用が確認

されているのは、秋田県昭和町の槻木地域（益川油田）のみである。アスファル トは、このように産地
いとい がわ

がある程度限られているため、従来から縄文人の交流 ・交易の問題を扱う場合には、糸魚川産ヒスイ

とともに必ず引合いに出される資料でもあった。しかし、アスファルト付着遺物はヒスイとは異なっ

て、日用品としてあまり目立たない存在であるためか、研究者からはほとんど注目されず、青森県域

に限ってもごく最近までは縄文時代の利用状況が把握されていなかったのが実状である。

アスファルト付着遺物が青森県域から多数出士しているという認識は、以前からもっており、昨年
（注<)

それらの資科集成を行なったが、短期間の資料収集であったため遺漏が多く、その後の調査によって、

さらに多数の賽科が追加される状況となった。

このことから、本稿ではあらためて本州北辺地域に位置する青森県域出士のアスファルト資料の集

成を行なうこととし、あわせて関連する若干の問題についてふれることとしたい。

2.青森県域のアスファルト付着遺物研究略史

わが国のアスファルト付着遺物について、最初に言及したのは地質学者の佐藤他蔵である。佐藤は

明治30年に「本邦石器時代の膠漆的遺物に就て」と題する論考を 『東京人類學会雑誌』に発表し、と

くに発見例が多い本県域の三内（青森市）出土の石鏃、亀ヶ岡（木造町）出土の石鏃 ・石匙 ・土偶破片 ・

土器、百沢（岩木町）出土の石鏃、花巻村（現黒石市）出土の石鏃、湯口村（現相馬村）出土の石鏃等に黒

い付着物があることを図示し、これらがおもに東北地方から出土することを指摘した。また、その付

着物については、化学分析をしていない段階ではあるが、 一種の水炭（炭水）化合物(Hydrocarbon) 

であり、膠 ．漆のように現在は凝固しているが、熱すれば溶け、さらに強く熱すれば黒煩をあげて燃

えるものであるとし、さらに土器内の塊状物や土器内面の付着物から、土器がそれらの物質を製造 ・
（注5)

貯蔵するための容器であるとする考え方を示した。この付着物質については、この報文に接した佐藤

初太郎が、翌年同誌に「石器土器二附着スル膠漆様遺物二就イテノ愚見」を発表し、これらが秋田県
（注6)

の特産物である土泄青（すなわち、アスファル トAsphalt)が付着したものであるとし、これらの付苺

物に対する以後の基本的な見方 ・考え方の方阿性を示した。

その後、本県域出土のアスファルト付落遺物については、昭和46年に江坂輝張氏（文献177)が、昭
竺；？）

和57年には安孫子昭ー氏が、全国的な視野からわが国のアスファル ト利用について述べた際にふれ、

江坂氏は本県域の出土遺跡を 9ヶ所、安孫子氏は24ヶ所をあげている。この後、出土遺跡はさらに増
（注9)

え、平成11年に筆者は約100ヶ所になることを指摘した。また、このほかにアスファル トによる石鏃

の着柄方法については、昭和45年に寺田徳穂氏（文献172)、平成 7年に白烏文雄氏（文献49)らがふれ
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たものがある。また、昭和34年には亀ヶ岡遣跡出土の筵）I台漆器の分析結果（文献161)が発表され、昭

和61年には八戸高等専門学校の故小山陽造氏による八戸市丹後谷地（文献105)、同62年にはむつ市大

湊近川遺跡（文献29)などのアスファル ト分析結果が紹介され、 現在にいたっている。

3.青森県域のアスファルト利用状況

(1)アスファルトの利用

現在、青森県域の縄文 ・弥生時代の141遺跡から、アスファルト付着遺物が発見されている。石器

類が圧倒的に多いが、なかでも石鏃に付着する例がもっとも多く、次いで石匙 ・石錐（石材の大半は

珪質頁岩）などに付渚する例がある。石鏃では茎部付箔例が大半で、着柄に用いられている。また、
（注8)

石匙ではつまみ部への付着例が多く 、紐類の固着に用いられたとみられる。ただし、本県域では秋田 ・
舟9)
石手両県域で出士例がある石錘の付着例は未発見である。土器ではひび割れや注口破損部の補修など

に用いられ、土製品では土偶破損部の接浩・修復に用いられている。また、骨角器では剌突具の着柄

などにも用いられている。まれに、土偶の眼 ・ロを表現する材料として用いられた例もある。また、

これらの使用例とは別に、アスファルトの溶融 ・貯蔵容器として用いられた土器もある。また、弥生

時代では石鈷茎部の着糸に用いられた例もある。

ちなみに、天然アスファルトは、産出地の秋田県槻木地区では幕末に油煙墨製造用として用いられ

たが、明治に入って固形アスファルトの精製方法が開発された。固形アスファル トは、耐久性 ・堅牢

性等にすぐれており、道路建築用としてさかんに採掘された。また、 民家では士間の湿気予防として
（注JO)

も用いられた。アスファルトの採掘はすべて人力による蕗天掘りによって採掘され、明治30年代中頃

以降にビークを迎えたが、明治末からの石油開発以降急速に衰退した。

(2) アスファルト利用の時期的推移

本県域出土のアスファルト付着の石器では、縄文前期初頭（早稲田 6類ほか）に遡る可能性のある例

として八戸市沢堀込遣跡の石鏃、東通村前坂下(13)遺跡の石匙があるが、各 1点ときわめて少ない。

前期例では、ほかに 8遺跡に11点の石鏃付着例があるが、中葉（円筒下層 b式）の青森市三内丸山遺跡

例以外は、大半が前期末（円筒下層 d式）のものである。これらのほか、前期末～中期初頭（円筒上層

a式）例では、 9遺跡に18点以上の有茎石鏃付着例があるが、数最的には少ない。しかし、中期中葉 ・

後半例では急増し、以後晩期までの付着例は100遺跡以上となる。以下、それらを時代順に述べる。

中期中葉以降の中期出土例として22遺跡ある。アスファルト付着率がたかいのは、六ヶ所村富ノ沢

(2)遺跡の捨て場 1例（円筒上層 C～弥栄平式）で、石鏃165点のうち30点(18.2%）、また、同富ノ沢(1)

遺跡例（円筒上層 d～最花式）で、石鏃72点のうち19点(26.4%）に付着する。また、八戸市西長根遺跡

例（大木8b式頃）では、石鏃・尖頭器 ・石錐計56点のうち11点(19.6%）に付着している。また、むつ

市最花貝塚例では、中期末の骨角器にも付着している。従来、中期のアスファルト塊は未発見であっ

たが、昨年6月に青森市三内丸山(6)遺跡の中期中葉（円筒上層 d、e式）の住居跡床面から長径20cm、

厚さ 3-5 cmほどの楕円状塊として出土した。この住居跡は、アスファルト関連の作業場とみられ

るもので、本県域のアスファルト利用は、この頃に一般化したと考えられる。

アスファルト使用は縄文後期にも引き継がれ、後期の出土例としては38造跡あるが、中期～後期の

ものを含めると60遺跡となる。後期前葉には石鏃への付落例が多数ある。付着率がたかいのは青森市

小牧野遺跡例（十腰内 I式）で、 82点のうち17点(20.7%）、金木町妻の神(1)逍跡例(+腰内 I式）では

107点のうち17点(15.94%）に付着する。また、八戸市丹後谷地遺跡の土偶にはこの時期のアスファル

ト補修例もある。また、この時期のアスファルト塊は八戸市鶉窪 ・沢堀込遺跡など7遺跡で土器内か
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゜図1 青森県域のアスファルト遺物出土遺跡① （縄文前～中期）
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図2 青森県域のアスファルト遺物出土遺跡② （縄文後期）
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図3 青森県域のアスファルト遺物出土遺跡③ （縄文晩期）
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9 9.六ヶ所村弥栄平 (2)
I O 7.三沢市猫又 (1)
1 0 9.十和田市寺山 (3)
I l 5.八戸市，B木沢
I 2 4.八戸市弥次郎窪
1 2 5. /＼戸市烈坂

頃文後一晩期）

1 5.鰺ヶ沢町大曲1l1号
2 9.弘前市尾上山付近
4 2.平賀町石輝
4 3.平費町木戸口
I 2 0. /＼戸市是）II中居

（縄文その他）

2 0，五所)II原市実吉
2 I.五所!II原市限無 (I)
2 2.五所JII原市限無 (4)
3 2.岩木町東岩木山 (5)
5 7，青森市朝日山 (l)
5 8.青森市WI日山 (2)
5 9.青森市朝日山 (3)
7 0.青森市上野尻
1 a a.六ヶ所村幸畑 (3)
I I 6.八戸市牛ヶ沢 (3)
I 1 9.八戸市八幡
I 2 9.惰地村西張 (2)

（縄文）

（縄文中一晩期）

湛文）

（縄文後 ・晩期一弥生）

庇
湛文中一晩期）

（純文）

直文中期末～晩期、晩期一弥生）

頃文晩期一弥生）

（縄文後期初頭～晩期 ・弥生）
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（中期末ー後朗初頚）

（中期後半ー後期初頭）

（中ー後期）

（中～後期か）

（中期後半ー後期初頭主体）

（中期中葉ー後期初頭）

（中朋末葉ー後期初頭）

（中期ー後期初頭）

（中期末葉か後朋初韻）

（中期後半ー後期初頭）

（中期後半ー後期前葉）

（中期末繋ー後期）

（中～後期）

（中ー後期）

（中期末葉ー後期初頭）

（中期末葉～後期初頭）

（中ー後期）
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（後～晩期）
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図4 青森県域のアスファルト遺物出土遺跡④ （縄文中～晩期、弥生）
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ら発見されている。後期中葉の付着例は少ないが、後期後葉には、土偶の補修に多用される点が注目

される。八戸市風張(1)遺跡（十腰内W式）では、32点のうち 9点(28.1%）の破片に用いられ、重文指

定になった合掌土偶はその好例である。また、注□土器の全盛期に当たるこの時期には、欠損しやす
い注口部の接着剤としても多用された。

晩期の出土例としては37逍跡がある。後期～晩期のものを含めると42遺跡となる。利用がより一般

化し、各種の遺物多数に付焙例がある。石鏃のほか石匙 ・骨角器などの着柄、土器破損部の補修以外

に、前葉には平内町槻の木追跡例のような岩偶補修、後葉には例外的ではあるが五所川原市観音林造

跡例のように土偶の眼 ・ロを表現する材料としても用いられた。晩期の石鏃で付着率がたかいのは、

前半の横浜町桧木遺跡例で36点のうち 9点(25.0%）に付着し、石匙も数的に少ないものの 5点のうち

3点(60.0%）に付着する。また、固時期の十和田市明戸遺跡例では、石鏃161点のうち実に半数近い79

点(49.l%）に付着し、中葉の平舘村今津遺跡の密集プロック例 （大洞C2式）では、431点のうち78点

(18. l%）に付沿する。 また、 三戸町泉山追跡例では晩期の土偶破片132点のうち15点(11.4%）に付着

する。

アスファル ト利用は弥生時代にも引き続き行なわれ、 11遺跡の付浩例がある。前期は 8遺跡あり水

田跡が発見された弘前市砂沢遺跡例（砂沢式）では、石鏃267点のうち13点(4.9%）に付珀し、深浦町津

山遺跡例では土偶の補修にも用いられた。中期は 3遺跡あり 三厩村宇鉄迫跡例では石鏃21点のうち 2

点(9.5%）に付着するが、石鈷では数的に少ないものの 6点のうち 4点(66.7%）と高い付着率を示し

ている。さらに、大規模水B3が築かれた田舎館村垂柳遺跡例では、石鏃14点のうち 4点(28.6%）に付

着する。しかし、アスファルト塊の出土は未発見である。本県域のアスフ ァルト利用はこの中期を最

後として、以後の状況はまったく不明となる。

なお、アスフ ァル ト付着遺物を出土した遺跡の分布については、縄文前期から弥生中期まで図 4枚

（固 l~4)に示 したが、とくに時期的な有意の分布変化はみられなかった。各時期とも遺跡数の浜淡

はあるものの縄文前期から弥生中期まで、全県的な分布状況を示している。このため、どの地域でア

スファルト使用が始まり、どの地域で終わりを迎えたかというような特徴的な点については指摘する

ことはできない。

4.青森票域のアスファルト出土遺構

アスファルト付着の遺物のなかには、遺構内から出土したものが多数あり 、とくに石鏃付着例は竪

穴住居跡から出土した例が多い。しかし、それらの出土状態は廃絶した竪穴住居跡内への廃棄を示す

もので、遺構のもつアスフ ァルトに1堤連した機能あるいは何らかのアスフ ァル ト利用方法やアスファ

ルト付着遣物の用途等を窺わせるものではない。

本来のアスファル ト利用を窺わせるものとしては、以下の 2例がある。竪穴住居跡の出土例である。

• 青森市三内丸山 (6) 遺跡

平成11年に当センターが行なった調査で出土したもので、縄文中期中葉（円筒上層d・ e式）の竪穴

住居跡の床面から長径20cm、厚さ 3-5 Cmの楕円形状にまとまって出土している。 また、この住

居跡のビッ トからは石器フ レイ クが多数出土している。

・八戸市丹後谷地遺跡（文献105)

縄文後期後葉（十腰内N式）の火災住居とされる第46号竪穴住居跡の西側（入り口部から地床炉を越

えて突ぎ当る壁際の）柱穴P50から、石器フ レイ ク82点のほかに、フレイク 6点を付着させた状態で

アスファルト塊が1点出土している。

5.考察
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゜
10cm 

図5 青森県域出士のアスファルト入り土器

以上、青森県域のアスファルト利用について述べたが、これに関連する若干の問題についてふれる。

(1)アスファルト利用の開始と終末

わが国で、石器の着柄に何らかの接着剤が使われた痕跡をとどめるもっとも古い例は、縄文時代で
（注ll)

は、山形県八幡町八森遺跡の槍先形尖頭器の例で草創期まで遡るが、これについてはアスファルトか

どうか不明である。一般的に、アスフ ァル トの利用は、 産出地のある秋田県域では、男鹿市大畑台造

跡例（円筒上層a式期。第38号住居跡床面からアスファルト塊が土器に入った状態で出土）を最古とし
（注l2)

て縄文中期初頭以降に利用されたと一般的に理解されているが、今回の査料調査の結果、青森県域で
（注？）

は前期の例が10遺跡にあることが判明した。他県域では、従来から山形県の前期後葉の 2遺跡例があ

り、その後北海道南部の恵山町日ノ浜砂丘 1逍跡でも前期中葉（円筒下層a・ b式）ともみられる有茎
（注13) （注］4)

石鏃例があり 、さ らに福島県域でも前期初頭に遡る可能性のある例が報告されている。これらのこと

から、前期に遡る例はそれ以外の県域にもあるものとみられる。ただし、各遺跡における出土点数が

きわめて少ないことから、一般化していたと考えることはできない。まだ、ほんの一部の人々にしか

利用されていなかったとみられる。しかも、本県域の例について言えば、この時期の黒色物質の化学

分析がまったく行なわれていないため、アスファルト以外の可能性もある。今後、この時期のアスファ

ルト付着遣物については、利用開始時期の問題と関わるものであり、理化学分析が不可欠となろう 。

また、アスファルト利用は本県域でも、他県域とほぼ同様に弥生時代中期で終わる。この理由につ

いては明確には指摘できないが、何らかの意味でこの頃からその必要性がなくなったことは確かであ

ろう 。
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アスファルト入り士器（八戸市沢堀込）

アスファルト入り土器とアスファルト塊（八戸市船窪）

フレイクが付着したアスファルト塊（八戸市丹後谷地） アスファルトの球状塊（尾上町李平II号）

アスファルト付将石鏃（青森市三内沢部）

アスファル トで眼と口を表現した土偶（五所Jil原市観音林）
アスファルト付着
石鈷←遺財持考り

9.アスファルト塊の出土状況（青森市三内丸山(6)) 10.アスファルト産地（秋田県昭和町槻木）

図8 青森県域出土のアスファルト遺物と秋田県昭和町のアスファルト産地
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(2)アスファルトの利用内容

アスファル ト利用の主たる目的は、出士品による限り接着剤としての利用である。しかし、それ以

外の利用の問題もある。従来から指摘されていることであるが、ひとつの遺跡でアスファルトが付羊

する石鏃と付着しない石鏃があるという事例である。また、アスファルト付着の石鏃が多数あるにも

かかわらず、アスフ ァルト塊がない例や逆にアスファルト塊があるにもかかわらず、付着遺物があま

り多くないといった事例もある。これらのうち前者については、石鏃のアスフ ァルト付着 ・非付浩の

問題は、その違いが石鏃の用途に関わるものとすれば、たとえばアスファル トの耐水 ・防水性を考慮

して（漁榜用の骨角器に使用される例は多い）、水中漁携用としての利用や、あるいは陸上でもより強

固な着柄が必要とされる獲物用と しての利用も考えられるであろう。さらにまた極論ではあるが、ア

スフ ァルト付着の石器は、ちかじか使用が予定されているもので、非付着品は当分の間使用が予定さ

れていないものであったのであろうか。また、滸柄部の修理方法の一つとしてアスフ ァルトが使用さ

れた可能性も考えられよう 。後者については、アスフ ァルトの別な用途も想定させることにもなる。

とくに、秋田 ・岩手両県域に出土例があるアスフ ァルト付着の石錘例から連想されるような丸木舟や

筏のロープに塗るなどの使用、あるいはまた燃やすものとして祭祀的灯明などの目的も考えられるも

のである。これらは、今後アスファルト利用を考える際のもつべき視点であろう 。

(3) アスファルト関連遣構

本県域では、縄文中期中葉の三内丸山(6）と後期後葉の丹後谷地両遺跡で、 竪穴住居跡内からアス

ファル ト塊とともにフレイクがまとま って出土していることが注目される。このことは、この遺構で

石器製作が行なわれたことを窺わせるものであり 、しかも丹後谷地例のようにアスファルト塊にフ レ

ィクが付浩している点は、これらの建物内で石器製作とアスファルト 1褐連の作業が行なわれていたこ

とを示すとみられる。すなわち、これらの 2軒の竪穴住居跡はアスフ ァルト関連の作業場兼物置き場

と考えられるもので、ここでアスファル トを用いた石鏃着柄等の作業やアスフ ァルトの保管が行なわ

れたと推定される。大畑台遺跡出土の中期初頭の球状塊は、住居跡床面で土器に入った状態で出土し
（注12)

ているが（フレイクは出士していない）、これも同様の施設であった可能性がある。なお、岩手県安代
（注15)

町赤坂E8Il逍跡の中期末（大木10式期）の球状塊は竪穴住居跡の床面直上、また1998年10月に読売新聞

紙上で報じられた秋田県E8沢湖町潟前追跡の球状塊も同様に中期後葉（大木9式期）の竪穴住居跡から

出土しており、同様にアスフ ァルト関連の施設であったとみられる。
すもだい

なお、本県域の尾上町李平rr号遺跡（文献174)からは、縄文後期前葉とみられるフラスコ状（袋状）
坑の埋め土第5層から野球ボール大の塊が1点（表面に溝状の削り痕跡をもつ）出土している。類例

は前述した大畑台遺跡にもある。ただし、この種の遺構は一般的に貯蔵穴（時として袋穴）として用い

られるものであり、これからアスファルト塊が出土したという点については、この種の士坑に単に廃

棄されたものか、それともアスフ ァルトの利用 ・用途等と何らかの関わりがある出土状況を示したも

のか不明である。
ま こう

なお、北海道南部の南茅部町磨光B追跡では縄文後期後半の士坑から塊が出士し、アスファル トを
（注」6)

溶かすなどの工房址と解されている。しかし、この類例は東北地方ではまだ発見されていない。今後

の資料増加を期待したい。

(4) アスファル トの産地

従来から、縄文中期以降の利用が確認され、しかも本県域に近いという点から、本県域出土の付着
（注7)

アスファルトは秋田県昭和町槻木（益川湘田）産のものと、一般に理解されてきている。しかし、昨年、
（注17)

秋田県北部のニッ井町駒形地区で新たな産地発見の報告があった。ここは槻木よりも本県域に近く、
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地図番号
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1 
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2 

2

2

2

3

4

4

 

遺

三厩村中ノ平

三厩村中ノ平

三厩村宇鉄

三屁村宇鉄

三厩村宇鉄

三厩村宇鉄

三厩村字鉄

今別町ニッ石

平舘村今津

平舘村今津

5

6

7

8

9

0

1

2

2

2

2

2

2

3

4

5

6

6

7

8

9

9
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4

5

6

 

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

2

2

2

2

2

2

2

 

跡

平舘村間沢

平舘村尻高(4)

小泊村大澗

小泊村縄文沼

金木町神明町

金木町妻の神(!)

金木町千苅(1)

豆造町亀ヶ岡

木造町亀ヶ岡

木造町亀ヶ岡

木造町亀ヶ岡

木造町亀ヶ岡

木造町亀ヶ岡

森田村石神

鯵ヶ沢町叫沢

鯰ヶ沢町大曲rn号
深浦町津山

深浦町津山

深浦町日和見山

深浦町一本松

五所）II原市観音林

五所）II原市観音林

五所）II原市実吉

五所）II原市隈無(J)

五所）II原市隈無(4.)

五所）II原市隈無(6)

板柳町土井1号
弘前市十腰内(I)

弘前市大森勝山

名

青森県域出土のアスファルト付着遺物一覧

時期（土器型式） ・1寸溶遺物 ・点数 ・遺構等
縄文中～後期の有茎石鏃多数に付心0

縄文中～後期の有茎石鏃に付浩。

縄文後期初頭（唐竹式主体）の有茎石鏃1点に付渚（第 3地点）。

縄文晩期中葉（大洞C,-A式）の石鏃436点のうち有茎等110点、石匙つまみ部8点、石箆 1点に付着。

縄文晩期中葉（大洞C,~A式）の玉象嵌土製品の象嵌部と欠損部に付着。第1地点。化学分析．

縄文晩期中葉（大洞 C,~ A式）の有茎石鏃 • 土器底部に付焙。第 1 地点．

弥生中期（宇鉄1l式）の石鈷6点のうち 4点に厚く付著（第 2号土猥甚）。第2地点。

弥生中期（宇鉄1l式）の石鏃21点のうち 2点の茎部に付渚。第2地点．

縄文後期の石鏃l3点のうち有茎 2点の茎部に付着。

縄文晩期中葉（大洞C，式）の有茎石鏃38点のうち26％の石鏃と石匙2点に付,,,.

縄文晩期中葉（大洞C，式）の石鏃43l点のうち78点に付芳、石錐4点、石匙 l点に付箔（密集プロック）．

縄文晩期中葉（大洞 c~りの石鏃1 92点のうち19点の茎部、石匙］点、土偶乳房部 1 点に付済。

縄文中期末ー後期初頭の石鏃3点と石錐の茎部に付沼．

縄文後期後半の石鏃と石匙に付済。化学分析．

縄文晩期前半の有茎石鏃1点に付浩。表面採集品。

縄文晩期の石鏃l26点のうち12点、石匙24点のうち 2点に付

縄文後期前～中葉の石鏃14点のうち 1点に付箸。

縄文後期前葉の石鏃］07点のうち17点に付箸。

縄文晩期後半の有茎石鏃39点のうち 6点、石匙28点のうち 6点、石箆19点のうち 1点に付沼。

縄文晩期の石鏃に付着。

縄文晩期の土偶に付箔。

縄文晩期の石鏃2l点のうち有茎 6点に付

縄文晩期の石鏃l4点のうち 3点に付着。

縄文晩期の石鏃・石匙・土偶(B区）、石鏃(C区）、石鏃 ・石棒(D区）に付滸、塊11点(1

縄文晩期の骨製刺突具 1点の碁部に付滸．

縄文前期末（円筒下脳d式）の有茎石鏃 1点に付心0

縄文前期末（円筒下層d式）の石鏃茎部2点に付汚。

縄文後一晩期の石匙つまみ部1点に付浩。

縄文前期末（円筒下層d式） ・中期初頭（円筒上暦a式）の石鏃茎部各 1点等に付滸（第8・ 9号竪穴住居跡）．
弥生前期の石鏃各1点に付若（第1・ 2号竪穴住居跡）。弥生の大型土偶脚部に付

縄文後期後葉（＋腰内IV式）の石鏃5点のうち茎部1点に付着（l．号竪穴住居跡）．

縄文中期後半～後期初頭の石鏃2点に付溶。

縄文晩期後葉（大洞A式）の土偶両眼と口に付心0

縄文晩期後葉（大洞A式）の石鏃6点に付着。化学分析．

縄文期の横形石匙l点に付沿、アスファルト塊1点あり。化学分析。

縄文中～晩期の石鏃21点のうち有茎 l点に付渚。

縄文期の石鏃7点のうち有茎 2点に付溶。

縄文後期中葉（＋腰内旧式）の広口壺 1点の底部に付

縄文晩期中葉の土器注口部に付沼。

縄文晩期前葉（大洞BC式）の石器フレイク 2点、晩期の有茎石鏃37点の内↓5点と石匙つまみ部］点に付

縄文晩期前半の石匙1点に付着、スクレイバー 1点に小塊付

。とくに 5号土坑の石鏃に顕著。

し、他に土器土器内付 •アスフ ァル ト入 り土若 2 点あり。化学分析。

宮地区）あり．

文献 ・遺物図
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4 

132 

134 

134,176J図6-16

133、図6-17 

84、囮7-41・42 
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26、007 -29・30 
26、囮 6-14 

26 

25 

173 

l46 

13 

5 

51 
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3 

82 

89 
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37 
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66、囮7-22 

66、圏 6-18 
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2 7 I弘前市野脇 I 縄文晩期の石鏃 • 石匙に付渚。 42 I :;;: 
2 8 弘前市砂沢 弥生前期（砂沢式）を主体とする石鏃267点のうち13点の茎部に付箔。また、石匙、スクレイパー、ビエス・エスキーユ、多頭 102 

石斧各l点に付店。 102 
2 9 弘前市尾上山付近 縄文後～晩期とみられる有茎石鏃に付渚。表面採集品。 88 
3 0 弘前市宇田野(2) 弥生前期を主体とする石鏃164点のうち10点に付着。 65 
3 1 岩木町小森山東部 縄文晩期初頭（大洞B式）の石鏃茎部、頭部欠損土偶各1点に付箔。箪者採集の横形石匙1点に付渚。 164 
3 2 岩木町東岩木山(5) 縄文後 ・晩期、弥生期の有茎石鏃2点に付沼． 103 
3 3 岩木町薬師I号 縄文晩期の石鏃•石匙に付若。 筆者が表面採集した有茎石鏃に付箔。 166 
3 4 大鰐町上牡丹森 縄文後期末(+腰内V式）の土器注口部に付滸、小塊あり（第2号住居跡）。縄文中ー後期の有茎石鏃、磨製石斧各1点に付芳。 138 
3 5 碇ヶ関村永野 縄文中～後期？の石鏃2点に付渚。 12 
3 6 碇ヶ関村匹戸橋 縄文前期中葉～末（円筒下沿a-d,式）の石鏃17点のうち 1点のみ付着。 l44 
3 7 田舎館村垂柳 弥生中期の石鏃14点のうち4点の茎部に付済。 24 蒜
3 8 黒石市板留(2) 縄文前期末（円筒下層d，式）の尖基式石鏃茎部1点に付着（第5号住居跡）。 14 

田3 9 黒石市花巻 縄文中期後半ー後期初頭を主体とする無茎石鏃 1点に付帝。 121 
4 0 黒石市ーノ渡 縄文後期前菜の石鏃49点のうち6点に付渚。 20 対4 1 尾上町李平n号 縄文後期の石鏃（有茎）12点のうち 5点に付渚。後期前葉とみられる野球ポール大（長さ約9.0cm)の塊 1点（袋状土坑）あり。 174. 79 
4 2 乎賀町石郷 縄文後期末一晩期前葉（大洞BC式）の石鏃69点のうち13点、石匙33点のうち2点に付沼。 14 1 N 
4 3 平賀町木戸ロ 縄文後期～晩期の石鏃 ・石匙に付着。 143 
4 4 平賀町堀合I号 縄文後期前葉の石鏃8点のうち有茎1点に付滸。 142 苔4 5 平賀町堀合D号 縄文中期中葉ー後期初頭の石鏃34点のうち有茎 ．袂入り合せて6点に付箔。 139 

平賀町井沢 縄文中期末ー後期初頭の石鏃18点のうち有茎1点に付着。
1..L 4 6 140 

g 凰4 7 浪岡町野尻(2) 縄文後期前半のスクレイバー 1点に付着。 50 
4 8 浪岡町平野 縄文後期を主体とする石鏃5点のうち有茎1点に付培。 59 
4 9 青森市宮本(2} 縄文後期前薬(+腰内i式）の有茎石鏃1点に付浩。 冥物を実見

円5 0 青森市三内丸山 縄文中期後半の石鏃多数の茎部（文献47)、中ー後期初頭の石鏃（文献60)、中期の石鏃に付焙（文献61)。 47,60,61 窃
5 0 背森市三内丸山 縄文前期中葉（円筒下層a• b式）の袂入り石鏃 l．点に付沼。第6鉄塔地区。 ?l、図7-20 ロ
5 0 青森市三内丸山 縄文中期後葉の有茎石鏃3点に付粁（第91号住居跡）． 72、図7-24 0 
5 0 背森市三内丸山 縄文前期中葉（円筒下層b式）と中期初頭（円筒上層a式）の有茎石鏃各1点に付沼（第280・287号住居跡）。 73 

翡5 0 背森市三内丸山 縄文中期中～後葉の有茎石鏃に付着。 74 
5 0 青森市三内丸山 縄文中期後半の石鏃茎部3点と石匙1点に付沼。表面採集品。 88 ヽ
5 I 青森市小三内 ・三内丸山(2) 縄文中期中葉（円筒上層e式主体）の石鏃104点のうち有茎8点に付沼。 〉

5 l 青森市小三内 縄文中期末ー後期前葉の袂入り石鏃2点に付常（第8号住居跡）。 94 ゞ

‘ 5 2 肯森市三内沢部 縄文中期後半の石鏃茎部9点に付沼。 ， 
-̀― 青森市三内丸山(6) 縄文中期の石鏃に付箔。縄文中期中葉(f'l筒上屡 d•e式）のアスファルト塊（長径2OC11I ほど、住居跡）あり 。 実物を実見
て5 3 
つ

5 4 青森市安田(2) 縄文中期の石鏃8点のうち有茎l点に付溶。 75 

霊5 5 音森市近野 縄文後期前葉(+腰内I式）の粗製深鉢土器にアスファルト塊が入っていたとされる。 7 
5 5 晋森市近野 縄文後期前葉(+腰内I式）の石鏃42点のうち 5点に付沼。 7 
5 5 斉森市近野 縄文中期後半の石鏃4点に付浴。 JO 
5 6 背森市細越 縄文晩期中ー後葉の石鏃49点のうち6点、石匙8点のうち3点、石箆l点に付沼。 11 
5 7 音森市朝日山(1) 縄文期の有茎石鏃8点のうち2点に付箔。 45 
5 8 青森市朝日山(2) 縄文期の有茎石鏃1点に付滋。 46 
5 9 背森市朝日山(3) 縄文期の石鏃茎部2点に付渚。 48 
6 0 音森市小牧野 縄文後期前葉(+腰内1式）の石鏃82点のうち17点に付箔． 97、図7-26 
6 0 脊森市小牧野 縄文後期前葉(+腰内I式）の石鏃2点のうち 1点に付着（第5号遺物集中プロック）。 98 
6 0 脊森市小牧野 縄文後期前葉（＋腰内I式）頃の石鏃4点のうち 1点に付着。 JOO 
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青森市山吹(l)

背森市横内(2)

青森市桜峯(l)C地区

背森市匹ツ石

青森市田茂木野

背森市玉清水(l)

青森市蛍沢

青森市沢山(1)

背森市稲山

青森市上野尻

育森市長森

宵森市長森

青森市大浦貝塚

平内町槻の木

平内町槻の木

平内町一本松

大間町ドウマンチャ

佐井村八幡堂

脇野沢村稲平

脇野沢村瀬野

脇野沢村瀬野

脇野沢村瀬野

脇野沢村家の上

脇野沢村外崎沢(1)

)Il内町不信無

川内町鞍越

川内町鞍越

川内町板子塚

川内町板子塚

川内町熊ヶ平

川内町高野）II(3) 

Ill内町戸沢）11ft
むつ市大湊近JII

むつ市最花貝塚

むつ市飛花貝塚

大畑町水木沢(1)

束通村前坂下(13)

横浜町桧木

六ヶ所村冨ノ沢(1)

六ヶ所村宮ノ沢(l)

六ヶ所村宮ノ沢(2)

六ヶ所村富ノ沢(2)

六ヶ所村富ノ沢(2)

六ヶ所村富ノ沢(3)

縄文中期後半ー後期初頭の石鏃茎部2点に付滋。

縄文中期とみられる有茎石鏃 l点に付着。表面採集品。

縄文前期末ー中期初頭（円筒下層d,・ d，一円筒上層 a式）の有茎石鏃1点に付心0
縄文後期の土器 ・石鏃に付着。

縄文後期末(+腰内V式）の土器注口部、土器片に付若．

縄文晩期とみられる石鏃1点に付着。表面採集品。

縄文中期中葉（円筒上層d-e式）の石鏃各1点に付着(I・ 7号住居跡）。

縄文晩期末の石鏃14点のうち有茎2、焦土偶頭部1点に付滋。

縄文後期前葉とみられる有茎石鏃に付浩。

縄文中～晩期の石鏃13点のうち有茎2点(A・B区）、石匙4点のうち横形石匙l点(C区）に付着。

縄文晩期前半の石鏃34点のうち 8点の有茎に付済。

縄文晩期とみられる有茎石鏃1点に付着。表面採集品。

縄文晩期中葉の骨鈷 ・骨鏃 ・釣針に付着。

縄文晩期前半の岩偶の頭部欠損部に付済。

縄文晩期の土偶に付着。

縄文中期とみられる有茎石鏃1点に付着。表面採集品。

縄文晩期の石鏃に付着。

縄文中期の有茎石鏃1点に付....

縄文前期末ー中期初頭（円筒下層d-円筒上層 a式）の石鏃8点に付心0

縄文前期末ー中期初頭（円筒下層d～円筒上層 a式）の有茎石鏃3点に付着（第4・ 8号住居ほか）。

縄文中期の石槍、縄文晩期の異形石器に付着。

弥生前期の石鏃13点のうち 3点の有茎に付沼。

縄文中期後半ー後期前葉の有茎石鏃 1点に付出。

縄文後期の有茎石鏃2点に付著。

縄文晩期の石槍 ・石捧 ・土偶等に付府、ほかに小石大の塊あり。

縄文中期末～後期の異形石器（石鈷状石器） 1点に付着。

縄文後期中葉（十腰内皿式）の縦形石匙つまみ部1点に付箔(SI-32竪穴住居跡）。

縄文晩期の垂玉破片に付箔。

弥生中期の石鏃46点のうち 4点に付芳（第2号土坂墓）。

弥生中期の石鏃6点のうち 5点に付若（第7号土墟墓）。

縄文後期とみられる有茎石鏃 ・スクレイバー基部各 1点に付常。

縄文後期の石鏃25点のうち 4点に付芍。

弥生前期（砂沢式主体）の石鏃14点のうち柳葉形1点に付"".

縄文後期後葉(+腰内IV・V式）の注口土器（第107号竪穴住居跡）、注口部に付着（第120号土坑）。化学分析。

縄文中期末の鹿骨製刺突具3点に付沼。最花D貝塚。
縄文中期末の鹿骨製刺突具2点に付着。最花D貝塚。
縄文中ー後期の石鏃18点のうち 2点に付焙。

縄文前期初頭の可能性がある縦形石匙1点に付渚。

縄文晩期前半の石鏃36点のうち 9点、石匙5点のうち 3点に付mo

縄文中期後半（円筒上層d～最花式）の石鏃72点のうち有茎等19点に付落。

縄文中ー後期の石鏃茎部1点に付着。

縄文中期中葉（円筒上層d式）の石鏃至部］点に付和。

縄文中期後半（円筒上層 e ・榎林•最花式）の石鏃茎部に付着（住居跡）。

縄文中期（円筒上層C～弥栄平式）の石鏃J65点のうち30点と石錐2点（捨て場］）、遺構外の石鏃70点、石錐 1点に付着。
縄文中期前半（円筒上層C式）の石鏃基部1点に付落。

93 

96 

99 

171 

92 

88 

175、図6-15 

実物を実見

76 

91 

87 

90 

県立郷土館展示

130 

87 

177 

155 

158 

157 

172 

162 

156 

156 

172 

153 

154 

172 

54、図7-39・40

54 

58 

53 

152 

29、図6-6

159、図7-37・38
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8 

17、図7-32 
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9 5 I六ヶ所村大石平 I縄文後期前葉（十腰内I式）の石鏃99点のうち有茎等］1点、石槍1点に付箸。 28 I ~ 
縄文後期前葉(+腰内I式）の壺形土器底部破片に付着したアスファルト塊あり。 28、図5-3

9 6 六ヶ所村上尾駿(1)C地区 縄文晩期の石匙57点のうち横形3点のつまみ部に付渚。 30 
9 7 六ヶ所村(2)B・ C地区 縄文後期前葉（十腰内I式主体）の石鏃148点のうち20点と尖頭器1点に付着。 31 
9 8 六ヶ所村弥栄平(I) 縄文中期末ー後期初頭の石鏃u点のうち2点に付渚。 27 
9 9 六ヶ所村弥栄平(2) 縄文中期末～後期初頭を主体とする石鏃2点に付芳． 21 
1 0 0 六ヶ所村幸畑(3) 縄文期の有茎石鏃1点に付着。 67 
1 0 1 野辺地町槻ノ木(1) 縄文中期初頭（円筒上層a式）の石鏃茎部に付着（第4号竪穴住居跡）。 中期の石鏃350点のうち32点に付若。 49 
1 0 1 野辺地町槻ノ木(I) 縄文中期末の石鏃茎部6点に付滋。 19 
1 0 2 東北町大平(4) 縄文後期の土器外面にアスファルト状物質付着。表面採集品． 148 
l O 3 天lllJ林村ニッ森貝塚 縄文中期の有茎石鏃2点に付若。表面採集品 87 
1 0 3 天間林村ニッ森貝塚 縄文中期後半の有茎石鏃茎部l点に付沼。 85 函
1 0 3 天間林村ニッ森貝塚 縄文中期中葉（円筒上層d式）の石鏃茎部2点に付着(1点は土坑）． 150 

田1 0 3 天間林村ニッ森貝塚 縄文中期後半（榎林式）の石鏃茎部3点に付渚。 151 
1 0 3 天間林村ニッ森貝塚 縄文中期の骨角器に付着。 177 

対1 0 4 三沢市野口貝塚 縄文後期後葉の注口土器1点、晩期の有茎石鏃9点、石匙5点に付箔。 129 
1 0 5 三沢市小田内沼(l) 縄文後期前葉(+腰内I式）の石鏃茎部4点、石鏃1点(17号土猥）に付着。 J 26 N 
1 0 6 三沢市小山田(2) 弥生前期の石鏃茎部1点に付若。 12S 
1 0 7 三沢市猫又(1) 縄文中期末（最花式）の袂入り石鏃1点、中ー後期の縦形スクレイパー1点に付着。 127 >1 0 8 上北町古屋敷貝塚 縄文中期の石鏃1．点に付着。 149 
1 0 9 十和田市寺山(3) 縄文中～後期の石鏃3点のうち有茎石鏃1点に付消。 69 

i l l 0 十和田市明戸 縄文晩期の石鏃81点のうち有茎24点、石匙13点のうち4点に付府。 J24 
1 J 0 十和田市明戸 縄文晩期の土器底部内に塊あり。晩期の土器底辺部の補修用に付着。晩期の石鏃161点のうち79点と石匙、 土偶頭部、遮光 80.125 
l l 0 十和田市明戸 器土偶腰部、 土製垂飾各1点に付滸。 125、図6-13、図7-35 T J 1 J 八戸市笹ノ沢(3) 縄文中期初頭（円筒上層a式）の石鏃に付芳。 実物を実見 ⑰ 
l I 2 八戸市毛合清水(1)・ (2) 縄文後期前葉の有茎石鏃1点に付箔。 108 ロ
1 I 3 八戸市咽平 縄文後期前葉（＋腰内I式？）の土1/11左腕部に付溶。 112 0 
1 I 4 八戸市鶉窪 縄文後期初頭の土器底部内に塊あり。 18、図5-l 

月1 l 5 八戸市鳥木沢 縄文中ー後期の有茎石鏃l点に付渚。 )06 

1 1 6 八戸市牛ヶ沢(3) 縄文中期末～晩期、晩期～弥生期の石鏃ll点に付落。 23 
1 I 7 八戸市丹後谷地 縄文後期の石鏃224点うち石鏃3点（捨て場2・ 3等）に付着、後期前葉(+腰内I式）の板状土偶首部］点に付滸、同時期の 105 〉

アスファルト入り土器1点（捨て場2)あり、後期中葉(+腰内1I式）の石匙基部に付渚（第24号竪穴住居跡）、後期中菓(+腰 105、図5-2
＼」
ヽ内n.ll1式）の石鏃2．点に付沼（第27号竪穴住居跡）、後期後葉(+腰内1V式）の石器剥片6点に付着（第46号竪穴住居跡の柱穴）。 105、図7-27・33 ‘̀― 

化学分析。 105 
て

7-1 I 8 八戸市石手洗 縄文中期中葉（円筒上層d-e式）の有茎石鏃2点に付着。 109 

喜1 I 9 八戸市八幡 縄文晩期前菜の石鏃67点のうち2点、石錐］点、石匙12点のうち1点、土偶腕部］点に付着。 107 
1 I 9 八戸市八幡 縄文晩期一弥生期の輝緑岩製磨製石斧の基部 1点に付滸。 113,図7-36 
l 2 0 八戸市是911中居 縄文晩期前半の注口土器ほかアスファルト入り土器2点。化学分析。 1J8.119 
1 2 0 八戸市是/II中居 縄文後期末一晩期の石鏃1点に付若。 104 
1 2 0 八戸市是／l|中居 縄文後期後葉～晩期の土偶2点に付着。 ll7 
1 2 1 八戸市風張(l) 縄文後期後半(+腰内IV式）の土偶片32点のうち9点に付渚（と くに第15号竪穴住居跡の合掌土偶）。 IIO` 図6-7・9

同時期の石鏃 ・石匙に付消。 IJO、図7-28・34
1 2 1 I八戸市風張(l) 縄文後期後半(+腰内1V式）の土器注ロ・土偶・石鏃（文献120)、有茎石鏃に付着（第4・ 6 ・ 9号住居跡）。 lll.120 
1 2 1 八戸市風張(1) 弥生前期（二枚橋式）の有茎石鏃2点に付舟（第7号住居跡）。 lll 
1 2 2 八戸市西長根 縄文中期（円筒上層d式以前）の石槍I点（第2号住居跡）、大木9式以前の石鏃2点（第4号住居跡）、石鏃11点（第lo-l引主居 ll 5 



1 2 3 |)＼戸市松ヶ崎
l 2 3 八戸市松ヶ崎

1 2 4 八戸市弥次郎窪

1 2 5 八戸市黒坂

1 2 6 八戸市鴨平(l)

1 2 7 八戸市沢城込

l 2 8 福地村館野

1 2 9 福地村酉張(2)

1 3 0 福地村 ・八戸市昼巻沢

1 3 1 名川町剣吉荒町

1 3 2 名川町虚空蔵

1 3 3 三戸町杉沢

1 3 4 三戸町尿山

1 3 4 三戸町泉山

1 3 4 三戸町泉山

1 3 4 三戸町泉山

1 3 5 三戸町松原（］）

1 3 6 田子町石

1 3 7 田子町野面平

1 3 7 田子町野面平

1 3 8 階上町野場(5)

1 3 9 南郷村右エ門次郎窪

1 4 0 南郷村筋久辺

1 4 l 宙郷村畑内

1 1 1 南郷村畑内

1 4 1 宙郷村畑内

跡）、大木8b-9式以前（第lJ号住居跡）の石鏃1点に付着｀円筒上層 e式（捨て場）の石鏃52点・磨製石斧 1点に付心0

縄文中朋後半（円筒上層 eー最花式）の石鏃に付渚（第10・ 12 ・ 20号竪穴住居跡、第 1号竪穴遺構）。

縄文中期後半（榎林式）の石鏃6点（第29号住居跡）、ほぽ同時期の大木9以前の石鏃1点に付消し、アスファルト塊？あり（第 I116 
34号住居跡）、中期中葉（円筒上層 e式以前）の石鏃 1点（第5号士城）に付心 0
縄文中期後キー後期前半の石鏃23点のうち 3点に付着。

蝿文中期末～後期初頭の土晋底部内に塊あり。

縄文後期前葉の石鏃茎部l点に付着。

縄文前期初頭（早稲IE6類）の石鏃に付沼(C-4号住居跡）。

提文後期末一晩期前葉の土器底部内に塊あり (A-1号住居跡）。

縄文前期中葉ー末の石鏃茎部2点に付珀。

縄文後期初頭～晩期の石鏃8点のうち有茎 l点に付mo

縄文後期前葉を主体とする石鏃8点のうち 2点に付着。

縄文晩期末（大洞A'）の石匙 1点に付藩．

縄文晩期の石鏃 ・骨角器等に付済．

縄文晩期前半の岩偶 l点と石鏃1点に付心 0

縄文晩期を主体とする石鏃62点のうち 6点に付m.

縄文中期中葉（円筒上層d式）の有茎石鏃1点に付芳（第30号土坑）。

縄文晩期初取（大洞B式）の注口部、晩期中葉の袖珍土器内面、晩期土偶132点のうち15点(U%）に付滋。

縄文晩期前半の石鏃556点のうち甚部40点に付箔．

縄文晩期の石匙 • Rフレイク各 1点に付む。

縄文晩期前半の有茎石鏃31点（全体の40%）、石匙・スクレイバーのつまみ部、土偶脚部に付滋．

縄文晩期前葉の土fillに付符。
縄文晩期中葉の石鏃 • 石匙 ． 遮光器土偶に付

縄文中期末（大木9・ 10式）の石鏃に付消。

縄文晩期の石鏃茎部1点に付箔。

縄文後期前業の石鏃茎部2点に付沼．

縄文前期後半（円筒下層式後半）の石鏃茎部に付箔（袋状の第258号土坑）．

縄文中期初頭（円筒上層 a式）の石鏃茎部1点に付沿（第29号住居跡）。

弥生前期（砂沢式）の土器1点の胴部穿孔部に付箔．

11 

114、図7-25・ 31 
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34 

実物を実見
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※なお、以上のほかに r青森県立郷土館資料目録第 4集J （文献87)や寺田徳穂氏の報文（文献172)には下記の資科が記載されているが、不明な点があるため、一蔑表
や分布図には載せていない。

①弘前市大字石川（縄文期の有茎石鏃 1点に付着。採集品。追跡名不明）（文献87)。

②六ヶ所村大字鷹架（縄文期の有茎石鏃3点に付着。採集品。遺跡名不明）（文献87)。

③青森市大字岡町（縄文期の有茎石鏃 1点に付滸。採集品。遺跡名不明）（文献87)。

④川内町大字檜川の野家遣跡（縄文後期の石匙等に付滸し、さらに小石大の塊あ り（文献172)。ただし、青森県遺跡地図にないため位置不明。

⑤川内町大字檜）IIの上畑遺跡（縄文中期の小型石槍 ・石匙 ・スクレイパーに付着（文献172)。ただし、野森県遣跡地図にないため位骰不明。

1
7
 



18 福田友之 ：本州北辺地域における先史アスファルト利用

しかも日本海と奥羽山脈を結ぶ河川交通路としての米代）1|流域にあるため、その事実には注目せざる
（注JS) （注19)

をえない。一方、津軽では古くから青森市西部の大釈迦 ・蟹田両池田が知られており 、大釈迦油田で

は一部の試掘井から僅かながら出湘をみている。アスファルト産出地は確認されていないものの、津

軽の縄文人が地元産のアスファルトも利用していた可能性は残される。今後、本県域出士のアスファ

ルト付着遣物の産出地を考える際には、単に従来どおりの昭和町槻木一帯と固定化して考えるのでは

なく、新産出地も含めて広い視野をもつことが必要になる。

理化学分析によるアスファルト産地同定は、北海道大学の小笠原正明氏を中心として、南茅部町豊
（注）

崎N遺跡例以降積極的に進められ、最近では秋田県伊勢堂岱迫跡等の分析結果も発表されている。今

後の理化学的方法による産地分析の進展に期待するところが大きい。

6.おわりに

以上、縄文 ・弥生時代における青森県域出土のアスファルト付着遺物について述べてきた。本県域

で確認された関連遺物は、 141ヶ所の追跡から発見されている。この数は、 『月刊考古学ジャーナルJ

の「アスファルト特集号」 (No.452,1999年）によれば、秋田 ・岩手 ・宮城 ・山形4県域の事例は紹介

されていないものの、北海道36 ヶ所、新潟 • 福島各県域30ヶ所、新潟県域70ヶ所、 長野県域を含めた

関東地方全体14ヶ所（東京都、山梨 ・埼玉 ・神奈川各県域は未発見）とくらべて、突出して多いことが

わかる。これは、本県域だけがとくに細かい資料調査を行なったということによるものではなく、東

北地方北部の秋田 ・岩手両県域においても精査すればかなりの出土遺跡があることを予想させるもの

である。しかし、本県域に濃密に分布すると言う事実は変わらないであろう 。この本州北辺地域のア

スファルトの多消野状況は、アスファルトの流通条件と密接に結びつくものとみられる。本県域出土

のアスファルトは大半が産地のある秋田県域から、陸路や海路によってもたらされたと考えられる。

その流通条件は流通ルート上に占める地理的条件という意味であるが、本県域の立地 ・地形がまさに

その好条件下にあったのである。

本県域は秋田県域というアスファルト産地に近接し、 北は津軽海峡を介して北海道島という一大消

按地域を結ぶ位置にあり、しかも陸奥湾という広い内湾も抱えている。さらに、東西も太平洋 ・日本

海という広大な海域に而している。また、南は日本海と奥羽山脈を結ぶ米代川が流れ、この源流が奥

羽山脈で、太平洋側地域を結ぶ河）IIとつながっている。この地理的条件は、遠距離交流の主役が舟で

あった先史時代には、まさにうってつけの条件であったと言えるであろう 。とくに、本県の海域に面

する地域は広く （海岸線の距離は、実に青森ー東京間を越える722kmもある）、海上交流のみを考え

ても、アスファル トの搬入 ・搬出には好条件を備えていたわけである。このような海上さらに内陸部

の交通上の好条件が、双方のアスファルト物資の交流を活発化させてきた大きな要因であったとみら

れる。

アスファルトをめぐる交流の具体的な内容、たとえば津軽など本州北辺地域の縄文人の直接採取が

当時主流であったのか、あるいは産地一帯を居住域とする縄文人との交換が主であったのか、あるい

は秋田県域の縄文人の北上が行なわれたのか、あるいは第三者を介したものか。交換とすれば、何と

交換したのか等々 ・・・ 、具体的な問題点があるが、これについては、考古学的にはなかなか明らか

にすることができない。今後の課題として考えていきたい。

本稿をまとめるにあたって、参考文献 ・類例等のご教示について北海道余市町教育委員会の乾芳宏、

秋田県埋蔵文化財センターの櫻133隆、青森県史編纂室の佐藤巧、青森県立郷土館の島口天、青森県教

育庁三内丸山遺跡対策室の斎藤岳の各氏にお世話になった。さらに、青森県埋蔵文化財調査センター
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の成田滋彦 ・木村鐵次郎 ・白鳥文雄 ・中嶋友文・小B3川哲彦 ・笹森一朗 ・佐々木雅裕氏からもご教

示いただいた。 また、文化庁記念物課の岡村道雄氏には縄文時代のアスファル ト利用調査のきっか

けをつくつていただいた。心から感謝申しあげる次第である。

※なお、本稿で使用した遺物図は各引用文献に掲載されたものであり、図 5の1は鶉窪（文献18)、

2は丹後谷地捨て場2（文献105)、3は大石平（文献28)、4は沢堀込A-1号住居跡（文献39)の各遺跡、

圏6の5は隈無(6)第4号焼土（文献70)、6は大湊近）l|第107号竪穴住居跡（文献29)、7・9は風張(1)

第25号・15号竪穴住居跡（文献110)、8、10-12は泉山（文献56)、13は明戸（文献125)、14は今津（文献

26)、15は沢山 I号（文献175)、16は宇鉄（文献134)、17も宇鉄（文献133)、18は津山（文献66)の各遺跡、

図7の19は沢堀込（文献39)、20は三内丸山（文献71)、21は畑内第258号土坑（文献64)、22は津山第 9

号竪穴住居跡（文献66)、23は畑内第29号住居跡（文献52)、24は三内丸山第91号住居跡（文献72)、25・31

は松ヶ崎第 1 号竪穴遣構 • 第20号竪穴住居跡（文献114) 、 26は小牧野 （文献97) 、 27-33は丹後谷地第27 · 24

号竪穴住居跡（文献105)、28・34は風張(1)第30・7号竪穴住居跡（文献110)、29-30は今津（文献26)、32

は前坂下(13)（文献17)、35は明戸（文献125)、36は八幡（文献113)、37・38は最花（文献159)、39-40は

板子塚第 2号土城墓（文献54)、41-42は宇鉄第 2号土堀墓（文献84)の各遺跡出土資料である。 また、

図8（写真）の 1は朝窪（文献18)、2は沢堀込A-1号住居跡（文献39)、5は三内沢部（文献79)、9は

三内丸山(6)（昨年 6月に竪穴住居跡から出土）の各遺跡例で、すべて当センターの調査によるもので

ある。また、3は丹後谷地第46号竪穴住居跡（文献105。八戸市博物館蔵）、 4は李平Il号フラスコ状ピッ

ト（文献174。尾上町教育委貝会蔵。県立郷土館で展示）、 6 • 7は観音林（文献123。五所）11原市歴史

民俗資料館蔵）、 8は宇鉄第 2号士堀墓（文献84。県立郷土館蔵）の各遺跡出土資料、 10は秋田県昭和

町槻木地区のアスファルト産地風景（鏑者撮影）である。なお、遺物写真の縮尺はほぼ3分の 2の大き

さに統一している。

『注』

(l)ここでアスファルトとしたものは、 （天然）アスファルト ・タール（状物質）・ビッチ（痕） • 膠着物、あるいは黒色物質などと

して呼称報告されているもので、大半は化学分析を経たものではない。このため、アスフ ァルト以外のものが含まれて

いる可能性がたかいことは承知している。実際に、宇鉄逍跡出土の玉象眼土製品（晩期）の付着物は、化学分析の結果、

漆の可能性が大きいことが報告されている（文献134)。また、古くからアスファルトを塗ったとされていた木造町亀ヶ岡

逍跡の縄文晩期の藍胎漆器例（文献161)について、国立歴史民俗博物館の永縞正春氏は、宮城県根岸・山王迫跡、秋田県

中山逍跡の 5例を分析したとこる、アスファルトがなくすべて溶であったという結果を紹介し、アスファルト産出地の

秋田県昭和町槻木に近い場所にある中山遺跡例にも、アスファルト付党がなかった点を考感して、従来言われてきた藍
1柱9l

胎榛器へのアスファルト使用の可能性を否定するものと解釈できるとしている。なお、藍胎漆器にアスファルトを塗っ

たことを述べた文献には、ほかに（注3)がある。

(2)永嶋正春「縄文時代の漆工技術ー東北地方出土藍胎漆器を中心に して一」『国立歴史民俗博物館研究報告J 第6集 1985

年

(3)見城敏子「漆ヱ」『縄文文化の研究第 7巻道具と技術』雄山閣出版 1983年

(4)福田友之「青森県のアスファルト利用状況」『月刊考古学ジャ＿ナル』 No.4521999年

(5)佐藤偲蔵「本邦石器時代の膠漆的逍物に就て.Jr束京人類學会雑誌』第12巻第138号 1897年

(6)佐藤初太郎「石器土器に附培する膠襟様迫物に就いての愚見」『東京人類學会雑誌』第l3巻第147号 1898年

(7)安孫子昭＝「アスファルト」『縄文文化の研究第 8巻一社会・文化J雄山閣出版 1982年

(8)秋田県教脊委員会 『八木遺跡発掘調査報告告』秋田県文化財調査報告再第181集 1989年

(9)中村良幸「岩手県大迫町八木巻イタコ塚遺跡」『月刊考古学ジャーナルJ No.438 1998年

(10)昭和町誌箱さん委員会 『昭和町誌」昭和町 1986年

(11)文化庁編『発掘された日本列島 '99新発見考古速報」朝日新聞社 」999年

(12)日本鉱業株式会社船Ill製油所『大畑台遺肪発掘調査報告害』 1979年
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(13)恵山町教育委員会 『日ノ浜砂丘 1遺跡』 1986年

(14)玉JII一郎「福品県のアスファルト利用状況」『月刊考古学ジャ ーナル』No-4521999年

(15)（財）岩手県埋蔵文化財センタ ー r赤坂田 l・ll遣跡発掘囮査報告杏』岩手県埋文センター文化財調査報告害第58集 1983

年

(16) 南茅部町教脊委員会 r磨光B遺跡—縄文時代後期の集落跡とアスファルト加工工房址の調査』 1996年

(17)小笠原正明・櫻田 隆能登谷宣康ビッ井町宮根字駒形不動沢地内のアスファルト滲出地について」 r秋田県埋蔵文化財

センター研究紀要』第14号 1999年

(18)地質調査所『青森県大釈迦油田（第日本帝国油田第二十一区）地質及地形図説明杏』 1925年

(19)地質調査所 r青森県猥田油田（第日本帝国油田第三十二区）地形及地質図説明祖』 1936年

(20) a . 小笠原正明 • 阿部千春 ・ 前川靖明 ・横山 晋「監崎N遺跡出土の天然アスファルト塊」『月刊考古学ジャーナル』 No.373

1994年

b. 浅野克彦・伊東 澗 • 小笠原正明 r北東北の『アスファルトの道』の解明」『日本文化財科学会第16回大会研究発表要

旨集』 1999年

c.小笠原正明「アスファル トの化学分析と原産地」 r月刊考古学ジャーナルJNo-452 1999年

d．小笠原正明「小袋岱遣跡出土のアスファルトの成分分析」（秋田県埋蔵文化財センター 『小袋岱遺跡』秋田県文化財

調査報告第285集 1999年）

e.小笠原正明 r伊勢堂岱遺跡出士のアスファ ルトの産地同定」 （秋田県埋蔵文化財センタ ー 『伊勢堂岱遺跡』秋田県文

化財調査報告第293集 1999年）

『文献』

(1)青森県教育委員会（以下、県教委とする）r中平逍跡発掘調査報告書J 青森県埋蔵文化財囮査報告書（以下、県埋文報牛tit

とする）第 7集 1973年

(2)県教委 『むつ小）II原開発予定地域内埋蔵文化財試掘調査概報』県埋文報告害第 9集 1974年

(3)県教委『亀 ヶ岡遣跡発掘調査報告書』県埋文報告害第14集 l974年

(4)県教委 r中の平追跡発掘調査報告書』県埋文報告害第25集 1975年

(5)県教委 r白山堂迎跡・衰の神追跡発掘調査報告書』県埋文報告害第30集 1976年

(6)県教委 r泉山追跡発掘調査報告害」県埋文報告書第31染 l976年

(7)県教委『近野逍跡発掘調査報告害(rn)・三内丸山(II)辿跡発掘調査報告害』県埋文報告害第33集 1977年

(8)粁森県埋蔵文化財調査センター（以下、県埋文センタ＿とする）『水木沢逍跡発掘調査報告帯』県埋文報告害第34集 1977

年

(9)県教委『三内沢部辿跡発掘調査報告帯』県埋文報告帯第41集 1978年

(10)県教委『近野遺跡発掘調査報告審(N)』県埋文報告苔第47集 1979年

(11)県教委『細越遺跡発掘調査報告杏』県埋文報告柑第49集 1979年

(12)県教委『永野追跡発掘調査報告密』県埋文報告告第56集 1980年

(13)県教委 r金木町神明町遺跡』県埋文報告告第58集 1980年

(14)県教委 r板留(2)遺跡発揺調査報告牲」県埋文報告再第59集 1980年

(15)県埋文センタ ー 『右エ門次郎窪遺跡・三合山遣跡・石ノ窪遣跡発掘調査報告杏』県埋文報告刊第69集 1982年

(16)県埋文センター 『鶉平(1)遺跡発掘囮査報告宙』県埋文報告書第72集 1983年

(17)県埋文センター 「前坂下(13)逍跡」『下北地点原子力発電所建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』県埋文報告書第75

集 1983年

(18)県坦文センター『鶉窪辿跡発掘調査報告書』県埋文報告害第76集 1983年

(19) 県埋文センター『松原逍跡・陣場） 1|原逍跡 • 槻ノ木遺跡」県埋文報告害第77集 1983年

(20)県埋文センタ＿『一ノ渡追跡発掘調査報告杏』県埋文報告秤第79集 1984年

(21)県埋文セン ター 『弥栄平(2)遺跡発掘調査報告牲』県埋文報告甘第81集 1984年

(22)県埋文センタ ー『昼巻沢遺跡発掘調査報告野』県埋文報告野第83集 1984年

(23)県埋文センター r牛ヶ沢(3)遺跡発堀調査報告啓』県埋文報告野第86集 1984年

(24)県埋文センター r垂柳遺跡発掘調査報告病』県埋文報告咎第88集 1985年

(25)県埋文センター r尻高(2)・(3)・(4)遣跡発掘調査報告書』県埋文報告書第89集 1985年

(26)県埋文センター r今津逍跡・間沢追跡発掘調査報告昔」県埋文報告曾第95集 1986年
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(27)県埋文七ンター r弥栄平(1)造跡』県埋文報告許第98集 1986年

(28)県埋文センター r大石平遺跡発掘調査報告行皿（第1分冊）』県埋文報告密第103集 1987年

(29)県埋文センター『大涵近｝II逍踪発掘調査報告也』県埋文報告害第104集 1987年

(30)県教委 r上尾敷(l)遺防C地区発掘調査報告む』県埋文報告害第113集 1988年

(31)県埋文センター r上尾駿(2)遣跡Il(B・C地区）発掘調査報告害（第1分冊）』県埋文報告杏第115集 1988年

(32)県埋文センタ＿『ニッ石遺跡発掘調査報告杏』県埋文報告書第117集 1989年

(33)県埋文センタ＿『館里秒出知県埋文報告密第119集 1989年

(34)県埋文センタ＿『弥次郎窪遺跡発掘調査報告惜』県埋文報告害第128集 1990年

(35)県埋文センター r宮ノ沢(1)・(2)遺跡m』県埋文報告魯第133集 1991年
(36)県教委 r富ノ沢(2)遺跡NJ県埋文報告杏第137集］991年

(37)県埋文センター『鳴沢遺跡・鶴喰(9)遣跡』県埋文報告嘗第142集 1992年

(38)県埋文センター r窃ノ沢(2)逍跡V』県埋文報告害第143集 1992年

(39)県教委 fiR堀込遺跡発掘調査報告柑J県埋文報告書第144集 1992年

(40)県埋文センター r宮ノ沢(2)逍跡VI(2)J県埋文報告害第147集 1993年

(41)県埋文センター r富ノ沢(3)遺跡』県埋文報告密第147集 1993年

(42)原埋文センター『野脇遣跡発掘調査報告曹』県埋文報告宙第149集 1993年

(43)県埋文センター r野場(5)遺跳発掘調査報告柑』県埋文報告書第150集 1993年

(44)県埋文センター r筋久辺遺跡』県埋文報告再第］5］集］993年

(45) 県埋文センター r朝日山遺跡 I11 （第 1 分冊）—朝日山 (1) 追跡逍物編』県埋文報告柑第156集 1994年

(46)県埋文センター r朝日 山遺跡m （第 2 分冊）—朝日山 (2)造跡』県埋文報告書第156集 1994年

(47)県埋文センター r三内丸山(2)逍跡m』県埋文報告害第166染 1994年
(48)県埋文センター『朝日山(3)逍跡発掘調査報告許』県埋文報告書第167集 1995年

(49)県埋文センター r槻ノ木(1)追跡』県埋文報告柑第169集 1995年

(50)県埋文センター r野尻(2)遺跡発掘調査報告書J県埋文報告苔第172集 1995年

(51)県埋文センター r千苅(l)遺跡発掘調査報告杏』県埋文報告啓第174集 1995年

(52)県埋文センター r．畑内遺跡発掘調査報告書11』県埋文報告1界第178梨 1995年

(53)県埋文センター r高野川(3)遺跡発掘調査報告杏』県埋文報告柑第l79集 1995年

(54)県埋文センター r板子塚遺跡発掘調査報告害』県埋文報告柑第180集 1995年

(55)県埋文センター r泉山遺跡発掘調査報告昏（第 1分冊）J県埋文報告柑第181集 1995年

(56)県埋文センター r泉山遺跡発掘調査報告智（第2分冊）』県埋文報告押第181集 1995年

(57)県埋文センター r泉山遺跡発掘調査報告書m（第4分冊）』県埋文報告杏第190集 1996年
(58)県埋文センター r戸沢/1 1代遺跡•熊ヶ平遺跡発掘調査報告書』県埋文報告苔第192集 1996年

(59)県埋文センター r平野遺跡発掘調査報告害』県埋文報告害第193集 1996年

(60)県教委 r三内丸山遺跡V』県埋文報告密第204集 1996年

(61)県教委 r三内丸山遺踪VI』県埋文報告店第205集 1996年

(62)県埋文センター r実吉遺跡』県埋文報告秤第207集 1997年

(63)県埋文センターり隈無(4)遺跡』県埋文報告許第209集 1997年

(64)県埋文センター r畑内遺跡発掘調査報告賞N』県埋文報告秤第211集 1997年

(65)県埋文センター r宇田野(2)逍跡・宇田野(3)遺跡・草薙(3)遺跡』県埋文報告書第217集 1997年

(66)県埋文七ンター r津山遺跡』県埋文報告書第221集 1997年

(67)県埋文センタ ー r幸畑 (10)遺跡・幸畑 (6) 逍跡•幸畑 (3)遺跡』県埋文報告害第222染 1997年

(68)県埋文センター r西張(2)遺跡』県埋文報告書第233集 1998年
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(69) 県埋文センター『大和田遺跡・寺山 (3)遺跡・平窪(1)遺跡• 平窪(2)遺跡 ・伝法寺館遺跡』県埋文報告行第235集 1998年

(70)県埋文センター r隈無( 1 )遺跡·隈無(2)遺跡•隈無(6)遺跡』県埋文報告苔第237集 1998年

(71)県教委 r三内丸山遺跡IX（第 1分冊）』県埋文報告書第249集 1998年

(72)県教委『三内丸山遺跡x（第1分冊）』県埋文報告杏第250集 1998年
(73)県教委『三内丸山遺跡x（第3分冊）』県埋文報告許第250集 1998年
(74)県教委『三内丸山遺跡XI』県埋文報告杏第251集 1998年

(75)県埋文七ンター r安田(2)迫跡』県埋文報告書第255集 1999年
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(76)県埋文センタ ー 『山下遺跡・上野尻遺跡』県埋文報告杏第258集 1999年

(77)県埋文センタ ー 『十腰内(1)遺跡J 県埋文報告告第261集 1999年

(78)県埋文センター『畑内遺跡V』県埋文報告告第262集 1999年

(79) 県埋文センター r背い森の縄文人とその社会—縄文時代中期 • 後期編』図説ふるさと青森の歴史シリーズ② 1992年

(80) 県埋文センター r北の誇り ・ 亀ヶ岡文化—縄文時代晩期編』囮説ふるさと青森の歴史シリ ーズ@ 1991年

(81)青森県立郷土館（以下、県立郷土館とする）『宇鉄Il遺跡発掘調査報告柑』県立郷士館調査報告第 6集（考古ー3)1979年

(82)県立郷土館 r亀ヶ岡石器時代遣跡』県立郷士館調査報告咎第17集（考古-6) 1984年

(83)県立郷土館 r名｝ll町剣吉荒町遺跡（第 2地区）発掘調査報告密』県立郷土館調査報告第22集（考古ー7)1988年

(84)県立郷士館『三厩村宇鉄遺跡発掘謂査報告告(II)一弥生甕棺墓の第4次調査J県立郷土館調査報告第25集（考古ー8)1989 

年

(85) 県立郷土館 r小川原湖周辺の貝塚一三沢市山中 (2)貝塚 • 天間林村＝ツ森貝塚発掘調査報告』県立郷土館調査報告牲第31

集（考古ー 9)1992年

(86)県立郷土館 『馬淵Jll流域の遺跡調査報告杏』県立郷土館調査報告第40集（考古ー11)1997年

(87)県立郷土館『青森県立郷土館収蔵資料目録第 4集考古編』 1994年

(88)県立郷土館 r青森県立郷士館収蔵責料目録第 8集補遺箱』 1998年

(89)県立郷土館情軽海峡純文美術展図録』 1988年

(90)青森市教育委員会（以下、 00市町村教委とする）『大浦逍跡調査報告告』背森市の埋蔵文化財 7 1971年

(91)青森市教委 r長森遺跡発掘調査報告告』 1985年

(92)青森市教委『田茂木野迅跡発掘閣査報告査』 1986年

(93)青森市教委『山吹(1)追跡発掘調査報告書』背森市埋蔵文化財調査報告書（以下、市埋文報告杏とする）第16集 1991年

(94)青森市教委『小三内遺跡発掘糾査報告害』市坦文報告書第22集 1994年

(95) 青森市教委 『三内丸山 (2 ) • 小三内遣跡発掘調査報告書』 市埋文報告習第23集 1994年

(96) 脊森市教委 『横内逍跡 • 横内 (2) 逍跡発掘調査報告書』市埋文報告書第24集 1995年

(97)行森市教委 『小牧野逍跡発掘調査報告書』市埋文報告害第30染 1996年

(98)守森市教委 r小牧野辿跡発掘調査報告書II』埋文市報告書第35集 1997年

(99)行森市教委 r桜峯(1)遺跡発掘調査報告替J市埋文報告袢第36集 1998年

(100)行森市教委 r小牧野追跡発掘調査報告OHV」市埋文報告害第45梨 1999年

(101)行森市蛍沢遣跡発掘関査固 r百森市蛍沢迎跡発掘調査報告-i'IJ 1979年

(102)弘前市教委『砂沢遺跡発掘調査報告牲本文編』 1991年

(103)弘前市教委 『弥生平遺跡、東岩木山 (2)・(3)・ (5)遺跡、山田遺跡、福村城跡」 1997年
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縄文時代住居跡の出人り[]
ー青森県の事例を中心として一

成田滋彦

1 はじめに

現代において家を新築する際に、玄関を西側にとかトイレは南側に設置してはいけないという家相

学というものが、いまだ一部に存在しています。

また、アイヌ民族の家屋の建て方は、神窓を川上方向及び東側に設置し、川下には出入り口部を設

ける（更科1968)という規則性がみられます。

そこで、縄文時代においては住居跡の出入り Dの設置に一定の規制が存在していたのか、それとも

無かったのか、縄文時代の住居の出入り口の構造や方位について、青森県肉の資料を用いて、論考し

てみたいと思う 。

県内の遺跡で、出入り口部構造を検出した 1.大面遺跡（成田1980)・ 2 . 十腰内 (1) 遺跡（赤羽 • 神

1999) ・ 3.神明町遺跡（杉山1980)・ 4.牛混(1)遺跡（新谷1991)・ 5.尻高(4)遺跡（岡田1985)・ 6. 

三杓丸山遺跡（小笠原1998)・ 7 . 水木沢遣跡（古市 • 市川 ・ 大湯1977) ・ 8 . 要川遺跡（葛西 • 児玉1992) ・ 

9.大石乎遺跡（成田1985)・ 10. 上尾駿 (2) 遺跡（畠山 • 岡田 1988) ・ 11. 富ノ沢(2)遺跡（畠山・中嶋

1992) ・ 12.古屋敷貝塚（鈴木1986)・ 1 3 . 丹後谷地遺跡（藤田 • 宇部 ・村木 • 小笠原1986) ・ 14.田面木平

遺跡 (1) （藤田 • 宇部 • 村木1988) ・ 15.丹後平(2)造跡（宇部1988)・ 16 . 風張 (1) 遺跡（藤田 • 宇部 • 小笠原

・村木1991)・ 17.坂中遺跡（小笠原1995)・ 18.弥次郎窪遺跡（遠藤1990)・ 19 . 野場 (5) 遺跡（畠山 • 成

田 • 三浦1993) ・ 20.鶉窪遺跡（福田1983)・ 21. 沢堀込遺跡（木村1992)・ 22.右エ門次郎窪遺跡（相馬

1982)の22の遺跡を用いて住居跡の出入り D部の分析を行いたいと思う。

2 住居跡の出入り口部の認定

住居跡の出入り口は、報告書の

記述をみるとピットの間隔がひろ

い箇所や、床面の固い部分を出入

り口としてる報告書もみられるが、

固さのみで出入り口と判断するこ
ぽ ））

とは、発掘調査及び技巌の差もあ

り出入り口として誤解する点もあ

るため、出入り口としては認定し

ない。

そこで本論では、地山等を用い
1注2)

て段を有するもの、張り出し部を

もつもの溝及びピット等を用いて

住居跡の内外に構築 しているもの

などを出入り口施設として認定し

た。

18 

図l 遺跡位置図
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図2 出入り口部の構造

なお、溝及びピットを持つ施設は石野氏（石野1995)が 『…階段があったとすれば階段の裾をとめた

小さな柱穴…」と指摘しているように築者も両脇に溝及び小ピットを有するものを階段の裾の部分で

あると理解した。

3 出入り口部の構造（図2)

この施設は構造から、段をもって構築しているもの (A類） ・溝及びピットで構築している (B類）

と二つに大きく分類した。

また、 屋内に位置しているものを I型、屋外及び住居跡の内と外に位置しているものをII型に分け、

B類は構造にパラエティーがあるため、1-4と更に細分して分類している。

A類 段及び張り出しをもつ構造のもの（図 2)

段をもつAl類は、形態が楕円形・方形を呈する。野場(5)遺跡（畠山他1993)の第26号住居跡、弥次郎

窪遺跡（遠藤1990)の第 2号竪穴住居跡は、住居跡の側縁部に出入り口が設置しているが、他は端部に

位置している。



研究紀要第 5号 2 D D D 27 

縄文時代住居跡出入りロ一覧表

大面遺跡（成田滋彦1980)

遺構名 分類 長さx幅(cm) 方位 炉との距離 住居跡の規模（叶） 時 期 I 備 考

第10号住居跡 Al類 25X57 N-50.-W 無 3.1X4.3(9.54rrf) 爾期（円筒下層b式）

神明町遺跡 （杉山式1980)

遺構名 分類 長さx幅(cm) 方位 炉との距離 住居•跡の規模 (rr{) 時 期 備 考

第5号住居跡 B1-4類 糾Xl06 N-90・-E 84 6.3X 7 後期(+腰内旧式） 信仰的な施設

鶉窪追跡（福田友之1983)
遺措名 分類 長さX幅(c,n) 方位 炉との距雌 住居跡の規模（rrf) 時 期 備 考

第1号竪穴住居跡 Bl-1類 55X73 N-115"-E 31 3.94X3.73 後期（十腰内 I式） 焼失家屋

尻高(4)遺跡（岡田康博1985)

遺構名 分類 長さX幅(cm) 方位 炉との距離 住居跡の規模(m') 時 期 I 傭 考

第2号竪穴住居跡 Bl-4類 80X85 N-1so・-w 65 4.4X5.4(18.3m') 後期（＋腰内1V式）

第3号竪穴住居跡 B1-1類 40X80 N-］62.-W 110 3.8X3.9(12rrf) 後期（＋腰内IV式）

第6号竪穴住居跡 B 1 -1類 165X 105 N-153'-W  8S 7.6X8.J(45.6m') 後期（堂林式） I板状の炭化材出土
大石平遺跡（成田滋彦1985)
遺構名 分類 長さX幅(cm)| 方位 炉との距雄 住居跡の規模（of) 時 期 I 偏 考

第2号竪穴住居跡 A 1類 73X55 N-ll8'-E 67 2.3X2.7(4.2m') 後期（十腰内I式）

第5号竪穴住居跡 Bl-)類 98X 110 N-40"-E 37 3.7X4.2(ll.5nf) 後期（＋腰内I式）

第8号竪穴住居跡 Bl-2類 67X98 N-130"-E 110 4 X 5 (13. Inf) 後期(+腰内 I式）

古屋敷貝塚（鈴木克彦1986)
遺構名 分類 長さX幅(cm) 方位 炉との距離 住居跡の規模（対） 時 期 | 備 考

第5a号逍構 A2類 9JX84 N-70"-W 無 3 X3.83 前期（円筒下層d式） I壁面から埋没土器
第7号遺構 A2類 70X56 N-90・-E 無 4.16 時期不明

弥次郎窪筑跡（遠藤正夫1990)

逍構名 分類 長さx帳(cm) 方位 炉との距離 住居跡の規模(m') 時 期 備 考

第2号竪穴住居跡 Al類 54X96 N-30"-E 60 3.3X4. l (l0.67m') 後期（牛ヶ沢式）

上尾駿 (2) 遺跡（畠山昇 • 岡 E8康博1988)
遺構名 分類 長さ X幅(cm) 方位 炉との距離 住居跡の規桧(mり 時 期 I ~帽 考

CJ6A号竪穴住居跡 Bl-1類 140X90 N-130"-E 35 3.86X4.3 (13. Zm') 後期（十腰内I式） I袖部から埋設土罷
CJ 102号竪穴住居跡 B 1 -1類 75XJIO N-178.-E 30 3. 85 X 3. 95 (9. 8m') 後期（十腰内I式）

丹後平遺跡(2) （宇部則保1988)
遺構名 分類 長さX幅(cm) 方位 炉との距離 住居跡の規模（rrf) 時 期 I 偏 考

第5号竪穴住居跡 Bl-3類 79Xll5 N-152'-E 73 4.6X4.75(l4.4ボ） 後期（＋腰内II・皿式） 1ビットから板状の炭化材

第8号竪穴住居跡 B1-3類 79X 110 N -48・-E 115 6. 5X6.8 (30. 5rrl) 後期(+腰内1D式）

第10号竪穴住居跡 B1-1類 42X85 N-135"-E 145 5 X 5 (21m') 暉(+屋内D• 111式）

第11号竪穴住居跡 81-1類 67X85 N -147.-E 61 3.SX 4 (10.2rrl) 後期（牛ヶ沢式） I炉と出入口のIll栂噌み翫ている
田面木平(1)遺跡（藤田亮ー ・宇部則保 ・村木淳1988)
遺楕名 I 分類 1長さ X幡(cm)| 方位 I炉との距離 1住居跡の規模(mr)| 時 期 | 備 考

第4号竪穴住居跡 Bl-2類 73X85 

第5号竪穴住居跡 Bl-1類 43X98 

第6号竪穴住居跡 B2-4類 104X80 

第33号竪穴住居跡 Bl-1類 37XSS 

右ェ門次郎窪遺跡（相馬信吉1982)

遠構名 1 分類 1長さ X幅(cm)

67-67-31
-
31 

冒 IpIとp2の間が固い

方位 炉との距離 I住居跡の規模(m')I 時 期 備 考

第3号住居跡 B2-1類 30Xlll I N-135"-E I 42 I 2.9X2.6(5.8rrl) 晩期（大洞C2式）
丹後谷地遺跡（藤田亮ー ・宇部則保 ・村木淳 ・小笠原善範1986)
遺構名 分類 長さ X幅（an) 方位 炉との距離 住居跡の規模(m') 時 期 備 考

第20号竪穴住居跡 Bl-2類 146XJS3 N-121'-E 116 6.6X7. 3 (31. 6m') 後期(+腰内 I式）

第22号竪穴住居跡 Bl-4類 92Xl腐 N-102'-E 85 6.6 X6. 9(32.4m') 後期(+腰内 D式）

第23号竪穴住居跡 Bl-4類 116Xll0 N-100'-E 67 5.6X5.8(22.5m') 後期（＋腰内 I式）

第24号翌穴住居跡 Bl-3類 98X 122 N-127'-E 92 5. 9 X6. 6 (30m') 後期(+腰内n式）
第28号器穴住居跡 Bl-2類 73X85 N-102"-E 55 3.5X3.5(10.9rrl) 後期（＋腰内 I式）

第32号竪穴住居跡 Bl-3類 85Xll6 N-153•_E 79 4.9X5.6(19.9m') 後期（＋腰内 11式）

第34号竪穴住居跡 B2-3類 55X79 N-130°-E 128 4.2X4. 36 (12. Srrf) 後期(+腰内11式）

第35号竪穴住居跡 B l-l類 37 X 122 N-152・-E 103 4. 5X 5.1 (14.2m') 中期（最花式）

第36号竪穴住居跡 B2-l類 67X98 N-135"-E 55 3.46X4(9.5m') 後期（十腰内 I式）

第42号竪穴住居跡 B2-J類 l46X llO N-103・-E 37 5.6X6.2(22.5m') 中期（大木10式併行） 溝の末端に礫2個
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第45号竪穴住居跡 B2-3類 67Xl10 

第46号竪穴住居跡 B 1-］類 67X92 

第48号竪穴住居跡 Bl-4類 79XJ34 

第49号竪穴住居•跡 Bl-2類 37X55 

第54号竪穴住居跡 Bl-I類 J04X98 

沢堀込遺跡（木村鉄次郎1992)

遺構名 1 分類 1長さ X幅(cm)

N-152―-E 

N-9r-E 

N-68―-E 

N -l56―-E 

N-82―-E 

方位

C-10釈主居跡 | A1類 | 70X3S | N-157・-E 
富ノ沢(2)逍跡（畠山昇 ・中鴫友文1992)

79 3. 3X3. 3 (7.4 of) 後期(+腰内 I式）

153 S.9X6.5(25.8m') 後期(+腰内IV式）

85 7.4 X8.4 (42.4m') 後期（＋腰内1V式）

67 2.7X2.9 後期（＋腰内Il式）

12 4.5X4.5(13.5m') 後期（＋腰内1l式）

炉との距離 1 釦吾跡の規模 (m•) I 時 期 I 偏 考

無 3 X3.5 前期（早稲田6)

遺構名 分類 長さX幅(cm) 方位 炉との距離 住居跡の規模(m') 時 期 備 考

第10号住居跡 Al類 J44X36 N-240"-E 180 3.9X4.4(12.8m') 中期（円筒上層e式）

第276号住居跡 Al類 l68X 102 N-200・-E 168 15.5X7.3(76.5面） 中期（円筒上層e式）

水木沢追跡（古市翡司 ・市）l|金丸 ・大湯卓二1977)

遺構名 分類 長さX幡(em) 方位 炉との距離 住居跡の規模(m') 時 期 備 考

第 1号竪穴住居跡 A2類 112X144 N-138. -E 264 7. 3X8. 9(49. 3rrl) 後期(+腰内V式）

第5号竪穴住居跡 A2類 120X 176 N-82"-E 200 6.8X6 後期（＋腰内V式）

第8号竪穴住居跡 A2類 140X 135 N-90.-E 288 6.2X5. 2(27m') 後期（＋腰内V式）

第9号竪穴住居跡 A2類 82XI26 N―茨:・-E 164 6 X 6 (32.2m') 後期(+腰内V式）

第17号竪穴住居跡 Al類 60X70 N-160'-E 165 5.25X6(26.4rrl) 前朗（円筒下層d式）

第19号竪穴住居跡 Al類 50X45 N-130'-E l63 4X4.12(14.2m') 前朗（円簡下層d式）

野場(5)遺跡（畠山昇 ・三 浦孝仁 ・成田悟1993)

迫構名 分類 長さX幅(cm) 方位

第4号住居跡 Bl-1類 225X 170 

第11号住居跡 Bl-2類 85X50 

第26号住居跡 A I類 125X70 I N-195"-E 

坂中遺跡 （小 笠原善範1995)

遺構名 1 分類 1長さ X幅(m)1 方位

第3号住居跡 Bl-1類 I 6JX79 I N-130・-w  
第4号住居跡 | A 2類 | 31X85 | N-25・-E 
十腰内 (1)返跡 （赤羽真 由美 ・神康夫1999)

炉との距雄 住居跡の規模(m') 時 期 I 情 考

25 5 (10. 6m') 中期（最花式）

J 75 7.SX9. 98(57m') 中期（最花式） 1大形住居

135 3.4 X3. 78(9.Srrf) 中期（大10式併行開） 1 

炉との距離 住居跡の規模(rrf) 時 期 I備 考

37 3.26X3.42 後期(+腰内 I式）

無 (2.9rrl) 後期（＋腰内 I式）

遺構名 分類 長さ X幅(cm) 方位 炉との距離 住居跡の規模（rrf) 時 期 備 考

第3号竪穴住居跡 B1-1類 90X80 N-so・-E 500 13XI3(136.16rrl) 晩期（大洞BC式） 大形住居跡

三 内丸山遺跡（小笠原雅行1998)

遣構名 分類 長さ X幅(C111) 方位 炉との距離 住居跡の規模(rrf) 時 期 | 慌 考

第181号住居跡 B1 -1類 70X55 N-88・-E 80 3.1 X3.34 (4 8lrri'） 中期（円簡上陪e式）

風張(l)逍跡（藤田亮ー1991・小笠原善範 ・村木淳1991)

遺楕名 分類 長さX幅(cm) 方位 炉との距離 住居跡の規模(m') 時 期 情 考

第9号竪穴住居跡 Bl-3類 91X 103 N-so・-w 97 (5.32) 後期(+腰内IY式）

第13号竪穴住居跡 Bl-3類 67X97 N-60"-W 79 5.1 X6.2 後期（＋腰内IV式）

第15号竪穴住居跡 B 1 -3類 79Xll0 N-180・-E 97 5.07X6.55 後期（＋腰内V式） 合掌士偶出土

節16号翌穴住居跡 BI -I類 36X67 N-176"-W 115 3.62X4.l 後期(+腰内V式）

第20号竪穴住居跡 BI-I類 67X97 N-141・-E 127 6.08X8.32 後期(+腰内1V式）

第25号竪穴住居跡 B 1 -I類 42X 103 N-3が一W 140 6.05X7.27 後期(+腰内V式）

第27号竪穴住居跡 B 1 -I類 30X91 N-57"-W 18 5X5.87 後期（十腰内V式）

第28号竪穴住居跡 Bl-4類 9lX73 N-20・-w ？ (5.2) 後期（十腰内l¥l・V式）

第29号竪穴住居跡 Bl-2類 55X73 N-146"-W 49 4.68X5.84 後期(+腰内V式）

第35号竪穴住居跡 Bl-4類 61X79 N-170"-W 97 4. 71X4.92 後期（＋腰内IV式）

第37号竪穴住居跡 Bl-1類 72X85 N-176"-E 85 4.7X5.1 後期(+腰内1V式）

第4号竪穴住居跡 Bl-3類 49Xl04 N-105・-W 201 5.5X6.2 後期（＋腰内IV式）

第6号竪穴住居跡 B 1-4類 110Xl46 N-135"-W 146 5.87X7.14 後期(+腰内IV式）

第50号竪穴住居跡 B l -4類 67X98 N-14が一 E 120 5 X 5 後期（＋腰内V式）

町 1逍跡（窮西励 ・児 玉大成1992)

第1::：；構1:1:1長：：：：；o）
牛潟(1)迫跡 （新谷雄蔵1991)
逍構名 1 分類 1長さ X幅(cm)

方位

N-47・-W 

炉との距離 1住居跡の規模（叶）

120 I 7.16X8.8 

時期

前期（円筒下層 C式）

備 考

第3号住居跡 A2類

方位

1ox1so I N-112・-w 
炉との距離 I住居跡の規模(mう
？
 

6 X6.2 

時期

前期（円筍下層d式）

備 考
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張り出しをもつA2類は、形態が方形 ・楕円形を呈する。底面は段を有するものが主体を占めるが、

古屋敷貝塚（鈴木1986)の第5a号追構は底面がスロ ープ状を呈している。出入り口部は住居跡の側縁

部に位置している。

B類 溝及びピットをもつ構造のもの（國 2)

本類は、構造の形態差から 1-4種と更に細分される。

Bl類ー1・ B2類ー 1 （二条の溝のものである。）

住居跡における位置は、屋内と屋外に位置している。

溝のタイプのもの、溝と末端にピッ トをもつタイプのもの、ピットの連続のタイプのものがあり 、

頬型の中では一番多く検出されるタイプである。

上尾駿 (2) 遺跡（畠 山•岡田 1988) のCJ- 6号竪穴住居跡では、ビットの末端部に埋設土器を有する。

尻高(4)遺跡（岡田1985)の第6号住居跡は、長さが165cmを測り、大石平遺跡（成田1985)の第5号住

居跡は幅が110cmを測 り、本類型の中でも最長を測る。

Bl類ー2 （←」字型のものである）

本類梨は屋内のみに存在するものである。

二条の溝の末端を横に連結した ヒ」 字形の形態をなすものを、本類型とした。風張(1)遺跡（藤田

1991)の第29号住居跡は末端部が連結せずに LJ形を呈するものである。

野場(5)遺跡（畠山他1993)の第11号住居跡は、長さが85cmを測り 、大石平遺跡（成田1985)の第8号

竪穴住居跡は、幅が98cmを測り本類裂の中で最長を測る。

Bl類ー 3・ B2頷ー 3 (H字型のものである。）

本類裂は、屋内と屋外に存在するものである。

二条の溝及びピットの中央部を横に連結したH字形を呈するものを本類型とした。

屋外のB2類は、丹後谷地遣跡（藤田他1986)の第34号竪穴住居跡である。本類型の出入り口は壁に接

して樺築されているのが主体であるが、風張(1)追跡（藤田1991)の第13号竪穴住居跡で壁より48cm、

丹後谷地遺跡（藤田他1986)の第24号竪穴住居跡で壁より24cm離れて構築している。

丹後谷地追跡（藤田他1986)の第24竪穴号住居跡は、長さ98cm・幅122cmを測り本類型の中でも最長

を測る。

Bl類ー 4・ B2類ー 4 （戸 字型 ・烏居型 ・日字状型のものである。）

本類型は屋内と屋外に存在するものである。屋外のB2類は田面木平(1)遺跡（藤田他1988)の第6号

竪穴住居跡 1軒である。

構造は、二条の溝及びピットを横に連結した n 字型のタイプが主体で、 「1字型の中でも末端が

広がるもの風張(1)遺跡（小笠原・村木1991)の第6号住居跡もみられる。また、横に二条の溝を連結し

た鳥居型のタイプ、曰字状型のタイプの 3種類が確認される。

丹後谷地遺跡（宇部1988)の第23号住居跡は長さ116cmを測り 、風張(1)遺跡（小笠原・村木1991)の第

6号住居跡は幅146cmを測り 、本類型の中で最長を測る。
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4 出入り口部の変遷

出入り口部の構造を各時期毎に把握する。現在、出入り口部構造がわかるのは縄文時代前期からで

あり、縄文時代早期の段階では検出していない。

一縄文時代前期一

[Al類 ．A2類を検出している】

県的で最も古い出入り口の施設は、沢堀込遺跡（木村1992)のc-10号住居跡であり、時期は前期初

頭期の早稲田 6類である。構造はAl類の屋内に段を有する構造である。なお、屋外の張り出しをも

つものは、古屋敷貝塚（鈴木1986)の第 5a号遺構であり 、前期（円筒下層d式）から構築される。

前期は、 A類のみの検出であり、住居跡の壁寄りにステップ状に段を有するタイプが主体を占める。

一縄文時代中期一

[Al類 ．Bl類ー1類 ．Bl-2類を検出している］

中期の段階では、Al類の屋内に段を有する構造が、前段階の前期から引き継がれており、その構

造は類似している。A2類の屋外の構造はみられない。

なお、この時期にいたってBl類ー1が出現する。野場(5)造跡（畠山他1993)の第4号住居跡、三内

丸山遺跡（小笠原1998)の第181号住居跡であり、ピット及び溝の間が落ち込む構造を呈している。構

築時期は野場(5)遺跡が最花式、三内丸山遺跡が円筒上層 e式であり、中期中葉～後葉の時期にBl類

が出現すると思われる。

一縄文時代後期一

[ Al類 • A2類 • Bl- 1類 ．Bl-2類 ．Bl-3類 ．Bl-4類 ．BZ-1類 ．BZ-3類 ．B2-4類

と分類したすべての出入り口を検出している。】

後期は、県内で検出した出入り口施設の75％を占めており、出入り口施設が多く作られる時期であ

る。

後期初頭の牛ケ沢式では、Al類と Bl-1類を検出している。

十腰内I式では、Bl-3類を除きすべて検出しており 、Bl類の屋内の施設を盛んに構築する時期

である。また、屋外のBZ類も十腰肉I式の時期に限定される。

AI 

A2 

B 1-l 

B1-2 

B1―3 

B1―4 

B2-1 

B2-3 

B2-4 

前期 中期 後期 晩期

図3 出入り口部変遷回
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十腰内N・V式は、 Bl類の屋内施設を構築するとともに、水木沢造跡（古市他1977)で検出したA2

類の屋外の張り出しタイプの出入り口部も構築されている。

一縄文時代晩期一

[Bl-1類 ．B2-1類を検出している。］

十腰内 (1) 遺跡（赤羽 • 神 1999) の第 3 号竪穴住居跡の Bl- 1類と、右エ門次郎窪遺跡（相馬1982)の

第3号住居跡のB2-1頻の 2軒である。

とくに右エ門次郎窪追跡の出入り口は、ハの字状に広がる施設であり、県内に類例がみられず、関

東地方の出入り口施設の構造と類似している。

5 出入り口と炉との関係（図4)

出入り口と炉は、基本的に住居内にお

いては、宜線上の配置が基本である。一

方、大石平遺跡（成田1983)の第 2号竪穴

住居跡 ・水木沢遺跡（古市他1977)の第19

号竪穴住居跡は、直線上の配置ではなく 250 

斜位に配置している。特にAl類の出入

り口施設によくみられる。

各時期毎に概観すると、縄文時代前期

では類例が少ないが150cm前後に集中す

る。縄文時代中期では、 150cm前後のグ

ループと、 50cm前後のグループの二つの

グループが現れる。縄文時代後期に至っ

ては、出入り口施設の類例が多い時期で

ある。初頭期の牛ケ沢式では50cmのグ

ループのみが、十腰肉 I式で50cmのグ

ループと 100cm前後の二つのグループが

現れる。

この二つのグ）レープは、後期の十腰内

N・V式に至って間隔が広くなる傾向が

みられる。縄文時代晩期では、 2基と類

例が少ないが二つのグループが存在する。

以上の事から炉と出入り口は、 一体化

した存在であると指摘できる。炉と出入

(cm) 
300 

り口の距離であるが。500cmを測る十腰

内 (1) 遺跡（赤羽 • 神1999) の第 3 号竪穴住

居跡は、大形住居跡という点から例外で

あるが、他の住居跡をみると住居跡規模

の大小と距離は比例せず、その距離に二

つのグループが存在したとという事を指

摘したい。

200 

150 

100 

50 

゜ 前期 中期 後期 晩期

図4 出入り口と炉との距離
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大面迎跡

丹後谷地

丹後平(2)

水木沢迫跡

上尾駿(2)

鶉窪溢跡

古屋敷貝塚

田面木平（

坂中迎跡

図5

スクリーン トーンは、台地の斜面方向

因の上が北

出入り口部の方位
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6 出入り口部の方位（圏 5)

固5は、出入り口を円グラフとしたものであり、スクリートーンは矢印部が台地斜面の下位方向を

表している。

出入り口部の設置した地点をみると、北東が十腰内(1)遺跡 ・弥次郎窪遺跡 ・神明町逍跡、南東が

水木沢遺跡（前期） ・上尾駿(2)遺跡 ・田面木平遺跡 ・鶉窪遺跡 ・沢堀込遺跡 ・右エ門次郎窪遺跡 ・

牛潟(1)遺跡、北西が大面追跡、南西が富ノ沢(2)遺跡 ・尻高(4)遺跡、北東～南東が大石平遺跡 ・丹

後平 (2) 遺跡•丹後谷地追跡 ・ 坂中遺跡 ・ 水木沢追跡（後期） ．袈川遺跡、北東ー南西が野場(5)迫跡、

北西ー南東が風張(1)遺跡である。

検出した出入り口を全体的に概観すると、真北はみられず北東～南東にかけて多くみられ南側を意

識していると思われる。また、遺跡毎に出入り口の位置が決められるという特徴を有している。

また、台地斜面と位置を比較すると、台地斜面下位方向の風張(1)遺跡 ・水木沢遺跡（前期） ・十腰

内(1)追跡と斜面下位方向の90゚ 脇に存在する田面木平(1)遺跡 ・丹後谷地遺跡の二つのグループが

存在し、その設置する位置は斜面の下位方向で南側という決められた規定が存在していたと考えられ

る。

7 おわりに（図 6-8) 

このような出入り口施設については、A類のステップ状の施設については、水木沢遺跡（古市他1977)

に代表されるように1970年代から出入り Dとして肯定されてきた。一方、 B類の溝状及びビットについ

ては、 1980年代の前半期の鶉窪遺跡（福田1983)では、和極的に出入り口としては認定しておらず、神

明町追跡（杉山1980)では第 5号住居跡の出入り Dについて 『…出入り口でなく、むしろ、 信仰的な色

彩の強い施設の跡と考える…』として、出入り口施設より祭祀施設として把らえられていた。

その後、尻高(4)遺跡（岡田1985)の調査で第 2号竪穴住居跡から 『…柱穴列にはさまれた床面は、

他の床面と比較すると非常に柔らかく 、直接床面の上を歩いて出入りしていたとは考えられず、むし

ろ階段やスロープ等の施設痕と考えるべきであろう …』として、出入り D施設として懃識し、第 6号

竪穴住居跡から r…2列の柱穴列に渡るように床面から板状の炭化材が出上した...』としている。こ

のことから、 B類は出入り口施設として認定すべきであると考えられ、 1985年代から B類の施設を出

入り Dと認定してきた。

A類のステップは、青森県では大面遺跡（成田1980)の第10号住居跡の円筒下層 b式からであるが、

宮本氏（宮本1980)は、北海道で縄文時代早期の住居跡から出現するとしており、本県の場合も前期か

ら出入り口施設が構築されたというより 、早期の段階までさかのぼる可能性がある。

B類の施設に関しては、林氏（林1997)は、伊勢堂岱遺跡の環状列石はハの字形出入り口をもつ住居

と類似し、その時期を中期～後期初めとしているが、本県のハの字形出入り口をもつものは、右エ門

次郎窺迫跡（相馬1982)の第 3号住居跡の縄文時代晩期 1軒のみであって、伊勢堂岱遺跡の環状列石と

関連があるかは疑問である。

ただし、伊勢堂岱遺跡の環状列石を形成する十腰内I式の集落で、多くの出入り口施設の住居を作

ることは事実である。

今回は、各時期毎の詳細な分析はできなかったが、武藤氏は縄文時代中期の住居跡で検出される特

殊施設について出入り口として考えており、特殊施設内のピットを 『…上屋中位に設けられた出入り

口に連結して丸太梯子等を据えた昇降施設の可能性が考えられる…』（武藤1997)としている。
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この特殊施設に関しては、畠山氏（畠山1993)が富ノ沢(2)遺跡の特殊施設を分析して、祭祀施設と

して把らえており、箪者も同様に考えている。

しかし、中期の住居跡の出入り口構造は、 B類の遺構が明確でない点や、出入り口施設が少ない点

など、中期の住居跡の出入り口について特殊施設も含めて再検討する必要があると思われる。

今回の集成にあたって出入り D施設をもつ住居跡の特徴として、富ノ沢(2)遺跡第276号住居跡 ・十

腰肉(1)遺跡第3号住居跡の大型住居跡や、風張(1)遺跡の第15号住居跡では出入り口の奥壁から合掌

土偶が出土している点などがあげられるが、それほどの住居跡の特徴を提示できない。

最後に出入り口施設は、集落内の住居跡のすべてに存在する訳ではなく、出入り口施設を有する住

居跡と無い住居が迫跡内で存在する。

つまり、集落の住居構造はすべて一定ではなく、住居の変化は社会集団の中での変化が存在してい

たことを意味するのではなかろうか。この事は、縄文時代後期に至って環状列石の出現 ・呪術遺物の

増加 ・再葬墓の発展など、縄文時代の変革期であり、このような社会現象の中で出入り口施設も増加

しており、社会の変革期と出入り D施設とになんらかの接点があったと思われる。

注

注 l 石野氏（石野1995)は住居跡内の床面の固さで出入り D部を想定しているが、出入り口の中央部は階段等の施設があった

為に軟らかく、固さだけという感党的な判断は危険である。

注2 床面が一段高いペット状迫構及びテラス状造梢と呼ばれたものについては、筆者は出入り口としては認定していない。

注3 本論では、縄文時代中期の検出例を詳細に分析していない。また、 三内丸山逍跡の復元家屋は出入り口が北側と西側の

二方向に設置しており ｀北と西の相反する設置が典味深い。

注 4 風張(1)追跡の報告書では、時期を明示していないため、土器形式の認定は、箪者の判断でおこなった。
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ー資料再発掘ー 科［文時itの大l"1Lし？
ー小型士器の用途のひとつとして一

白罵文雄

当センターでは平成11年度から、過去20数ヶ年に及ぶ発掘調査で出士した収蔵逍物の収蔵替え作業

を行ってきた。この移動作業において、 一瞥した程度ではあるが、過去に報告された多くの遺物に接

する機会に恵まれた。特に特別収蔵庫に収蔵されていたセンター発足当時の復元土器については梱包

のために直接手にするものも多く 、報告当時は着目されていなかったようなことがらについても新た

な視点で観察することができた。こうした観察を通して新たに発見できた情報もいくつかあったが、

今回はその中の 1点について取り上げてみたい。

今回紹介する資料は、昭和52年度に刊行した 『熊沢遺跡』（青森県埋蔵文化財調査報告書第38集）

に所収されている土器で、報告書中では、縄文時代前期の円筒下陪 a式の小型土器として分類された

肉の 1点である。器高 7.8cm、0径 8.8cm、底径 6.4cmの器外面及び底部に綾絡文が施文された完

形品で、報文中では士器の特徴及び写真 (134P、PL77-73-370P)は記載されているものの、実

測図は掲載されていない。

今回、新たに取り上げた理由は、内面の炭化物の付着状況が最近認識されてきた平安時代の「灯明

具」のものと酷似していたためである。

本資料における炭化物の付着を概観すると、炭化物は全体に黒色の煤状のもので、内外面とも数カ

所に付着しており特に内面で顕著である。

最も付落の度合いが高い部分は、口唇部の小さな凹み部分を中心とした範囲で、内面の口縁部から

逆台形状に付着がみられ、部分的に塊状のざらついた炭化物が付着している。また、外面の炭化物も、

この凹み部分を頂点とする亀裂に沿って付着している。

凹み部分は、意図的な加工か被熱に起因したかは不明であるが、逆三角形に扶れ、器壁も薄くなっ

ている。

（内面俯厳） （外面） （反対側）

図l 炭化物の付着状況
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これらの炭化物は、土器の外面には被熱の痕跡がないことから、いわゆるスープ状炭化物と呼称さ

れる煮炊きに伴うものとは考えられず、むしろ、士器内部における油脂または樹脂の燃焼に伴う煤状

炭化物と考えたほうがよ り妥当である。燃焼部分としては最も被熱の痕跡が著しい口唇部の凹み部分

が考えられる。また、外面の炭化物もタール状のものが滴下したか、あるいは亀裂からしみ出た油分

によって多くの煤が吸箔したものと考えられる。

「灯明具」として認識された平安時代の土師器（図 2-2 -6) と比較してみると、本資料と同様

に口縁部付近に炭化物の付着が集中していることが理解される。特殊な例かもしれないが、 2は非常

に多塁の炭化物の付着が懃められる土器で、これも本資料と同様に塊状の炭化物の付着が目立つもの

である。また、他の平安時代のものも口唇部の一部に凹みがみられるものが多い。ただし、杯や皿の

ような口径が大きいものを使用していることから、本資科や 2のように外面に垂下したような炭化物

の付沿は少ないようである。

■郷の炭化物
□油膜状の炭化物
醒斑状の炭化物

薗煤状の炭化物

■塊状煤
國油詣状煤

- -

煤

↓ 

四
賃疇召

;'門 冒
10cm 

。
10cm 

(2-6、朝日山(l)遺跡出土
『朝日山遺跡山県埋文報第156集）

図2 炭化物付着状況及び平安時代の「灯明貝」
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これらの状況から、本資料は、平安時代の「灯明具」に類似または同様の使用が考えられる。

ただ、本資料の確認後に、特別収蔵庫内の小型の円筒土器及び他の時期の小型土器を概観したが、

D縁部に小範囲の炭化物が付浩しているものは数点あったものの、内面に明瞭な痕跡のみられるもの

は確認できなかった。特別収蔵庫内の限られた資料の検索であったことから、他の収蔵庫内の破片賽

料や、最近の出士資料にはほかにも存在する可能性は考えられる。しかし現段階では、このような痕

跡を持つ土器は、知り得る限りではこの 1点である。このため、はたして日常的な「灯火」用として

機能していたかどうかは疑問が残るところである。

ここで推論にすぎないが、本稿を書くに当たって思い当たった疑問点と所見を述べてみたい。

まず、用途については、「灯明具」的な使用が妥当と考えられるが、確認点数が少ないことから、

現段階では特殊な類と考えたい。「灯火」用とすれば、祭祀を含め特別な時に使用されたものの可能

性が高く、また他の使用法としては、たとえばアスファルト等の膠着剤の軟化 ・溶解用の熱源などが

考えられる。

次に燃料となる湘脂に関しては、ある程度の流動性を持ったものが妥当と考えられる。鉱物性のも

の（石油類）は挿発性があり使用時までの保存に難があり、また、大型獣や海獣の油脂は常温で固結

することから、「魚油」がもっとも可能性が高いものと考えられる。ただし、その当時に植物油の圧

搾が行われていたとすれば、この限りではない。

なんら結論めいたことは述べらず、単に資料紹介の域に留まってしまったが、縄文時代前期に平安

時代の「灯明具」と同様の使用痕跡を持った土器が存在していたことは、小型土器の用途について考

える上で何らかの手がかりになるものと思われる。

今後、縄文時代の各時期を問わず、類似資料の増加が期待されるところであり、個人としても、折

に触れ類例を集めていきたいと考えている。

また、自分自身も過去において多くの見落としがあったことも反省材料として、出土土器の観察に

おいては、施文原体や土器型式に終始するだけではなく、さまざまな視点からの観察所見も今に増し

て記載することを提案したい。
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南郷村畑内遺跡出tのすり行について

茅野嘉雄

1 はじめに

縄文時代の遺跡から出土する石器には様々な種類が知られているが、特に礫石器に関していうなら

ば、石斧、凹み石、すり石などが主要な種類としてあげられる。筆者は平成9年度に南郷村水吉遺跡

の整理作業に携わったが、その過程において前述の 3つの石器のうち、特にすり石と呼ばれる石器の

亘一の多さと折損率が高いこと、そして折れているものの中に付着する特徴的な使用痕に気が付いた。

本稿は水吉逍跡と近接する縄文時代前期～中期初頭の大集落遺跡である南郷村畑内遺跡出土資料のう

ち、過去に整理された分を対象として、縄文時代の中におけるすり石のあり方の一端を明らかにしよ

うとするものである。

2 遺跡の概要とすり石の出土状況

畑内遺跡は青森県と岩手県の県境に位置する南郷村に存在し、岩手県九戸村を源流とする新井田川

の東岸の河岸段Ji上に位置している。遺跡からは平成11年度の調査終了時点の累計で竪穴住居跡133

軒、土坑507基、埋設土器80基、円筒下層式期の捨て場6箇所が確認されており、出土遺物の総数は4,000

箱を越える。これまで報告された分での礫石器の石器組成は同 1のとおりであり、礫石器の中におけ

るすり石の占める割合 (42%）がかなり大きいことがわかる。また、遺構内 ・外を問わず出土してい

るようである（捨て場からは大械に出土している）。

3 すり石の種類と折損率について

さて、本稲で取り扱うすり石の範囲であるが、次のように定めたいと思う 。「素材に砂岩や蝉緑岩、

凝灰岩などの石材を使用し、側面にある程度の幅のあるすり面を持つもの。」

素材についてなぜこのようにしたかというと、畑内遺跡に限らず円筒土器文化の遺跡には、半円状

扁平打製石器という形状の似た石器が存在するからである。半円状扁平打製石器については、粘版岩

や頁岩などの板状摂理により割れやすい石材を使用する傾向があり、また、使用辺の稜線は平坦な面

をあまり持たないため、すり石とは別にしたものである。すり面についてはある程度の幅のすり面が

側辺全体に広がるものと、断続的に繋がるもの、すり面がなく稜線が続くものとがある。これについ

ては前者が使用の最終段階、中、後者はすり面側から大きめの剥離が施されている例が多いことから、

機能面再生によるすり面の減少と再使用の状態と考えられる。以上のような遺物は畑内逍跡から319

点出土しており、大きく次のように分類される（図2)。1類：側面 2に両面からの加工を施し、半

円状に仕上げているもの。2類 ：側面 2に加工がないもの。3類： 1と2の中間的なもの。4類 ：所

謂三角柱状磨石 • 特殊磨石などと呼称されるもの（各部位の名称については図 3 を参照） 。 以上であ

るが、 1類と 3類の側面 2の加工については、機能に関係する加工というよりは 2類のような形をイ

メージし、半円状に形を整えるためと考えられる（しかしながら、側面2に敲打痕を持つものも存在

するためこの面を使用しているものもある）。各類の比率は次の通りである。 1類33%、2類50%、

3類8%、4類9%。

次に各類の折損率（折れた状態で出土したものの割合）であるが、全体の比率は42％であり、類別

ごとの比率は 1類39%、2類31%、3類48%、4類52%となっている。(4類と 3類は個体数が少な

いため多く欠損しているように見える）ここではさらに折れ方についても注意を払ってみる。折れ方

の模式図は同4に示す。折れる部位としては多くが器体中央部付近で 2つに割れているという状態で
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あるが、折れ方としては大きく以下の 2つに分けることができた。A類 ：折れ面と正面がほぼ直角に

交わっているもの。B類：折れ面と正而が浅い角度で交わっているもの。なお、 A類については側面

との角度を計測し、分布を開べてみた（図 5)。概ね80度～88度に分布の中心がきていることがわ

かる。A類と B類の比率はそれぞれ76%・ 34％である。また、 B類には折れ面に使用痕が付着しない

という結果が得られた。

4 折れ面に観察される特徴的な使用痕について

前項まではすり石の折れ方と析損率についてまとめたが、ここではその折れた面に観察される使用

痕についてまとめることとする。

使用痕の付着位僅とその観察

使用痕は次のような位置に付着していた （固5)。a:折れ面の側面 1側の端部。b: aとその反

対側。 C :折れ面端部に密培しないもの。d:その他。以上があるが、 8割以上がaの位置に付培し

ている。また、接合資料等をみると、使用痕が付着しているところはすり減っていることがわかる （図

7)。使用痕の肉眼観察では、次のような特徴がみられた。 1:表面はすり石の使用痕と違い、かな

り滑らかであり、若干光沢を持っている。2:折れ面の凸部だけではなく凹部にも使用痕が付いてい

る。3:使用痕の端部から反対方向に向かうに従って使用痕は明瞭ではなくなる。4: 2に閥係して、

使用痕表面は折れ面の凹凸に沿ってなめらかに波打っているものがある。また、顕微鏡で折れ面の使

用痕を観察してみたが、若干の光沢が観察されただけで、使用に伴う線条痕等は観察されなかった（条

件の良いものであれば見えるかもしれないので、今後出土した資料に関しては注意を要する）。なお、

使用痕の付着率は20% (1 -3類の合計値）となっている。4類については全く付渚しないという結

果がでた。

分布域と帰属時期

現在このような使用痕の観察されるすり石は青森県下で 7遺跡を確認している（表 1)。また、隣

県である岩手県では 9遺跡を確認している。時期的には県内では縄文前期円筒下層式期（下層 d式期

が多いか？ ）を中心に縄文中期円筒上層式期まで確認されている。岩手県では県北部で円筒下層d式

～上層 a式に伴ってまとまって確認され、県央では盛岡周辺で大木6式-8式に伴って、県南では大

木8式に伴って確認されている。早期、後期、晩期の確実な資料はまだない。県内外を問わず縄文時

代前期中葉～中期中葉にかけての資料がほとんどである（北海道 ・秋田県 ・宮城県 ・山形県に関して

は確認されなかった）。ただし、中期中葉（円筒下層a-b式期）の確実な例はまだない。

5 まとめ

本稿では主に畑内遺跡の出土遣物を中心にすり石の折れについて検証した。すり石（縄文時代前期

～中期のもの）には次の特徴があることがわかった。 1、欠損率が他の礫石器（磨製石斧を除く）に

比べて高い。 2、器体中央部から折れるものが多い。 3、折れ而に使用痕が付沿するものがある。以

上である。本稿では手元ですぐみられる資料と報告書に掲載のある資料のみを扱ったために、見落と

しはかなりあると思われる。また、すり石そのものの使用法についても、折れ方に密接に関わるもの

と考えられるが、今回は深く追求できなかった。今後の課題である。

参考文献

青森県教育委員会1998 『水吉遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第245集

沼宮内陽一郎1998「半円状扁平打製石器の機能面について」 r桜峯(l)遺跡』青森市埋蔵文化財調査報

告普第36集
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東北地方北部の青木畑式t器

永嶋 聾

1 はじめに

東北地方北中部の弥生時代前期初頭の土器型式は、津軽地方を中心に分布する 『砂沢式』、東北地

方中部太平洋側を中心とする『山王NJ:.層式』、日本海側の庄内地方で確認されている 『生石2式』が

あげられる。『砂沢式』に続くものとして 『五所式』（村越 1965津軽地方中心に分布） ．r二枚橋式』

（下北上北地方中心）、 『山王w上層式』に続くものとして 『青木畑式』→ 『山王Ill層式』の流れが考

えられている。

青木畑式土器は宮城県一迫町青木畑追跡出土資料を基準資料とし、山王w上層式に後続し、山王11I
層式に先行することが型式設定当初から指摘されていた（佐藤1980 加藤1982)が、近年の東北大学に

よる岩手県中神遺跡の調査における層位的出土によって実証された（須藤1997)。青木畑式土器は北上

川流域を中心に仙台平野・岩手県三陸沿岸に主体的に分布し、山形県内陸の村山地方の蟹沢遺跡出土

土器群も高杯の形態に青木畑式と共通I生を有する。東北地方北部では、青木畑式に先行するとされる

砂沢式期の水EEl跡が青森県弘前市砂沢遺跡で検出されて久しい。遠賀川系土器の存在もあわせ、遠く

西日本に由来する水田稲作技術の樽入期は、現段階では砂沢式期またはそれ以前と考えられよう。生

石 2 式は、山形県庄内地方で確惚されている 。 砂沢式の分布範囲は、秋田県北部域 • 青森県域 ・ 馬淵

川 • 新井田川流域までと考えられる 。 福島県を除けば、この生石 2 式 • 砂沢式の分布範囲と弥生時代

前期初頭の遠賀JII系土器の分布範囲は一致している。弥生時代前期初頭（砂沢式期）の遠賀川系土器は、

生石2式 • 砂沢式に伴うと考えられ、山王w上層式の分布範囲と考えられる北上川流域 ・ 三陸沿岸 ・

宮城県域にはほぽ皆無であることが明らかになっている（佐藤嘉広1989・1991・1992・1994)。東北地方

中部太平洋側では東北地方日本海側や馬淵川 ・新井田川流域より1製式期遅れ、青木畑式段階で、そ

れらの要素が受容されると考えられている。東北地方北部では、近年、弥生時代前期土器及び竪穴住

居跡等の検出例の増加から、賽料数は着実に増加しているが、土器の編年的位置付けに関しては、縄

文時代晩期末（大洞A'式）一弥生時代前期として報告されている例が多い。その中には砂沢式以後 ・青

木畑式期の土器を含むものも多く、特に該期の新井田川 ・馬淵）II流域は土器型式の接触地域と考えら

れてきただけに、社会変化の様相を把握する為には、その時期決定の指標ともなる土器型式内容に対

する正しい評価を示す必要があろう。

今回、東北地方北部の該期の時間軸の整理に、主要分布圏が異なる青木畑式土器を中心に扱った理

由は、北上川流域の青木畑式→山王1lI層式という流れが確立されたものであるということと、津軽地

方の砂沢式以後とされる五所式土器（村越1965)の基準賽料が量的に乏しく、型式内容が必ずしも明ら

かになってはいない為である。現在では、『五所式』は津軽地方の砂沢式土器以後の段階を示す概念

として既に定着しており、新資料を用いての型式内容の再整理が望まれる。本論では馬淵川 ・新井田

JII流域の賽料を多く扱い、 3型式とも分布域である為、時期の呼称には砂沢式期 ・青木畑式期 ・山王

皿恩式期を用いた。

各地の出土賓料より、青木畑式土器は砂沢式に近い段階 • 青木畑式単純段階 • 山王 1lI 層式に近い段階

が存在すると考えられる為、それぞれ青木畑式（古）段階•青木畑式（中）段階•青木畑式（新）段階と仮称
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する。青木畑式（古）段階は砂沢式期の一部を含み、（新）段階は山王m層式期の一部を含む。本論では、

東北地方北部の青木畑式的な土器群をピックアップし、大まかな新旧関係を明らかにした上で、特徴

的な細別器種の分布範囲を把握することによって、土器の動きの特性を明らかにしたいと考えている。

2青木畑式土器の基準資料

木畑遺跡は、宮城県栗原郡一迫町の一迫川 ・長崎JIIが形成した沖積平野西端部の自然堤防上に位置

する。佐藤信行が大洞A'式と山王1Il層式の間に入る土器群として、表採品等を発表している（佐藤

1980)。1972年に宮城県教育委員会により発掘調査が行われ、その製式学的特徴から、大洞A'式に後

続し1.1J王m層式に先行する土器型式に位置付けられた（加藤道男1982)。須藤隆は、「東北地方の初期

弥生土器ー山王m層式ー」中で、山王1Il層式と共に青木畑式にも触れ、青木畑式は変形工字文Cl型

主体 • 山王皿層式は変形工字文C2型主体であることや細別器種の有無など相違点は存在するが、器種

類型 • 組成比率は極めて良く共通していることを指摘している（須藤 1983)。また須藤は、岩手県花

泉町中神遺跡の調査において、従来から確実視されていた青木畑式の編年的位置を層位的出土例から

実証した（須藤1997) 。佐藤·加藤•須藤の考える青木畑式土器の綴年的位置 · 型式学的特徴はほぼ共通

している。以上 3人の研究者の考え方を参考にし、各型式間の相違点をまとめたものが表 1である。

表 1 砂沢式→青木畑式→山王m層式の変化点
砂沢式 ・山王NJ:.府式段階一青木畑式段階の変化点 行木畑式段階ー山王m層式段階の変化点

新出器種 蓋 • 上膨筒形土器 ・ 有段高坪 杯部全体が直線式に広がる高杯

平坦口縁の売と粗製の蓋のセットが出揃う。 平坦口縁の亮形が増加し、蓋とのセ ットがより多くみ
甕 ．甕用蓋 深鉢 ・甕の口唇部キザミは少数 られるようになる。肩部が張り出し、頸部がより大き

く外反するものも増加する。

変形工字文
変形工字文A型→C1型へ変化し、底角部が丸みを 変形工字文C2が盛行（底角反転部の上下幅が大きく
持って反転し上下幅を有する なる）

変形工字文 変形工字文各部の彫り込みやそれに伴う粘土粒の貼付 変形工字文各部の彫り込みやそれに伴う粘土粒の貼付
各要素 が非背1こ少なくなる。 がほぽ消滅する

高坪脚部が大型化し、内均気味に立ち上がる。平行沈 波状文が盛行し、高杯脚部の他に、高杯 ・鉢や壷の体
高杯脚部 線や 2-3条一組の波状文や横型の変形工字文C1型 部にも見られ、3~4条一組と多条化する傾向がみら

が施される。 れる。

磨消縄文 極少数 磨消縄文が盛行し、拡填縄文も見られる

高坪突起には大きなものがみられる 高杯 ・鉢 ・壷などの装飾的な精製土器には、北上山地
その他 変形工字文の沈線がふるえ途中で途切れるものが見ら 起源と考えられる金雲母が多益に混和される。

れる 箆ミガキの多用 ・沈線の細線化 ・有段嵩杯も存在

佐藤・加藤•須藤が用いた基準賓料は北上） I I 中下流域の宮城県域のものが中心である 。 これを地域性を

異にするであろう馬淵）II• 新井田川流域に適用させることは問題があろうが、土器型式として確立し

ている北上） 1 | 中下流域と対比することは、馬淵川 • 新井 EB川流域の土器群の時間的組列確立の近道で

あろうし、互いの地域性を浮き彫りにもできよう 。

3 各地の青木畑式期土器

津軽地方•馬淵川流域を中心に青木畑式期の土器 • 土器群をあげ、その婦属時期を考えてみたい。し

かし遺物の一括性同時性が高い土器群が、非常に少ないことが問題としてあげられる。良好な一括

性を有していそうな遺構内出土行料も、床面出土と毅土出土とでは、その廃棄・埋没ケースによって

それぞれの同時代性は異なるであろうし、厳密な意味での一括土器は、焼失住居床面出土資料や一時

期に複数個がおさめられた埋設土器等に限定されるため、 一般に資料数は限られてくる。また床面出

土と埋土出土の認定も、謂査担当者によって異なる。特に報告段階で、出土層位や資料の一括性に触

れないものも多く、非常に悩まされた。そのため今回は、住居跡の場合は、まとまりを持つ床面出土
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資料を基本としながらも、覆土中のものや包含層出土のものでも同一型式内の特徴と見られるものは、

同時期と考えたものもある。もうひとつの問題点として、製式変化のとらえ易い属性を有する一部の

器種（高杯 • 浅鉢等）が、多くの場合、土器群全体の帰属時期決定の指標となることである 。

青木畑式期の特定の細別器種は、山王m層式期に継続するものが多い。また両型式の特徴を有する

土器が同じ遺跡で出土している場合も多く 、両者の分離が固難であった。このことは型式変化が基準

資料から基準脊料への変化といった急激な変化ではなく、両型式が一時期において、同時性を有する

可能性を示唆している。須藤隆は、青木畑式と山王rn層式古段階の関係は若干の時間差もしくは同一

段階とみている（須藤1983)。その中でも、青木畑遺跡の資料は、他型式をほとんど含まずに、比較的

単純な状態で検出されており 、東北北部でも該期社会の把握には、 基準となりうる査料の選択 ・確立

が必要であろう。

（青森県津軽地方～秋田県肉陸北部］

［砂沢遺跡］ 青森県弘前市

砂沢式土器の標式遺跡であるが、砂沢式またはそれに後続する土器群に伴って、青木畑式または山

王1II層式期のものと考えられる高坪が出土しており (4)、金雲母を含むものもある (l・ 3)。1992年刊行

の 『弘前の文化財ー砂沢遺跡ー』中に、報告書未掲載であったAlO区出土賽料が報告されている。こ

れは本報告において矢島敬之がA8区出土土器群と共に砂沢式に後続する土器群に分類し、 五所式期・

井沢式期に位置付けたものであり、一括l生は不明であるがAlO区土器には青木畑式的な底杯が2点み

られる (2・5)。

［宇田野 (2)遺跡］ 青森県弘前市

砂沢逍跡の南 2kmの地点で、岩木山の麓の大石川が本流岩木川と合流する地点より西方2kmの

標高30-40m程の中位段丘上に位置する。石鏃やベンガラが出土した、 5基の土坑墓が検出されてい

る。墓域から50m程南の谷地形の追物密集地点から、縄文時代前中期の士器などと混じって弥生時代

前期の土器が出士している。砂沢式の底杯や鉢や無文帯を有する煮沸用の深鉢 ．鉢が出土している。

しかし砂沢式期よりも新しい要素を含む土器も多い。鉢に施された楕円文の存在(11)、流水状工字文

(8・ 10)・変形工字文(13)の底角部が丸みを帯び反転し上下幅を有すること ・変形工字文の斜辺が多条

化（変形工字文B型化）する ように見えるものの存在(6・7)・やや内湾しながら立ち上がり、平行沈線

文と無文部で装飾される高杯台部の存在(14-15)・ D頚部に波状文が施された鉢の存在(9)等である。

これらの土器群は砂沢式以後と考えられる。当遺跡にも砂沢遺跡同様、岩手県域からもたらされたと

考えられる金雲母を多く含む土器が見られる。観察したところ、報告省掲載土器中、高杯3点と壷1点

が確認できた(12-15-16-報告書中84)。12は変形工字文が施される平坦D縁の高坪、15は3条一組の平

行沈線文が施される脚部である。16は口縁部に平行沈線や平行エ字文が施される縄文時代晩期後葉か

らの伝統的な壷である。出土状態は、各土器混在であるので、同時代性は明らかではないが、砂沢式

期の士器を含みながらも、新出要素または青木畑式的様相を示すものもあり、青木畑式（古）段階と考

えたい。

［上牡丹森遺跡］ 青森県南津軽郡大鰐町

縄文時代後期後葉の住居跡と重複している第2号住居跡から、青木畑式期と考えられる遺物が出土

している。18の頸部無文となる鉢も砂沢式以後の要素であろうし、 17の肩部の張り出しもやや新しい
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要素であろう。また19の高坪は大裂の台部に平行沈線が施され、坪部が緩やかに内湾しながら立ち上

がり平坦口縁となり、 青木畑式～山王 m層式期に北上川流域や馬淵｝II• 新井田川で認められる形態で

ある。遺構外からではあるが、遠賀川系の可能性のある壷の肩部破片も出土している。高坪・小型鉢

(20・21・22)の細線化が進んでおり、青木畑式の新しい段階と考える。

［諏訪台C遺跡］ 秋田県大館市

米代川の支流である長木川流域の標高102~105m程の舌状台地上に位置する。砂沢式前後の竪穴住

居跡が6軒検出されている。住居跡内からは良好な一括出土土器が3群確認され、報告者の利部修に

よってそれぞれ縄文時代晩期末葉ー中間的な土器群～弥生時代初頭の士器に比定されている。その中

に金雲母を含む土器として 4点の土器があげられており、岩手県域からの搬入の可能性が高いとされ

ている。SI61の27の高杯は金雲母を含み、杯部は平坦口縁となり反転部の上下幅の広い縦型流水状工

字文が施され、台部は 3条の平行沈線2組で装飾されている。青木畑式期に近い段階の土器であろう

か。また遣楕外出士の29の高杯も同様の台部を有し、変形工字文も大日向1I遺跡出士の高坪(67)と同

様に長楕円を基本線としたものであり、砂沢式期以後の要素と考えられよう。28の高杯は、脚部文様

間に刺突が施され、砂沢式的である。脚部に鋸歯文が施される例は東北地方北部で散見され、波状文

へと変化していくものと考えられる。その他SI61出土の鉢23の横長楕円文とSN床出士鉢26の沈線が

途切れる変形工字文は生石2遺跡や青木畑遺跡に、24と25の全面に横走沈線が施される鉢は生石2遺跡

や君成田下野場追跡や下北郡］1|内村戸沢川代追跡に類例がある。砂沢式的な土器に、青木畑式的土器

も含まれ、 青木畑式期（古）段階に位置付けたい。

［下北地方•青森県東南部～岩手県内陸北部］

（戸沢川代遺跡） 下北郡川内村

戸沢川によ って侵食された海岸段丘が、舌状に南方に張り出した丘陵突端に位置する。該期の遺物

は、すべて遺構外からの出土である。掲載されている実測図の鉢の文様は、横型の流水文を多用

(33・34・36・38)すること、変形工字文斜辺が波状文による梢成である (32・35・37)こと、変形工字文間

に斜辺と刺突が充填されることなど、砂沢式よりは後出の土器群であり、二枚橋式以前の土器群と考

えられる。

［八幡遺跡］ 青森県八戸市

馬淵川の右岸標高6-20mの低位段丘上に位置する。昭和62年度の調査で、弥生時代前期土器と共に、

遠賀川系士器の甕と壺が出士している。この中には砂沢式段階のものと砂沢式に後出する段階のもの

が含まれている。また平成2年度の調査で、第12号住居跡床面直上(2層）の土壌から、コメ ・オオムギ ・

コムギ ・アワ ・ヒエ ・キビなどの栽培植物の種子が検出されている。分析者の吉崎昌ーは栽培植物種

子278粒中129粒は確実にコメが含まれることから、 12号住居居住者のコメに対する強い関心を指摘し

ている。床面直上とされる2層から弥生時代前期土器が多く出土しており 、39の高杯の変形工字文の

幅広の反転部・ 41や42の乎坦口縁甕 • 40の有段状の高坪は青木畑式的である 。 その他、木目状列点文が

施された遠賀川系壷と壷用の蓋が見られる。

［弥次郎窪遺跡］ 青森県八戸市

弥生時代前期の竪穴住居跡が2軒検出されている。7号住居跡では、石囲土器埋設炉＋壁柱穴が検出

され、炉体土器の（台付？）鉢(49)には、砂沢式～二枚橋式に見られる比較的単純な構成の波状工字文
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が施され、肩部が強く張り出す。類例は、馬場野1I遺跡LVf04住居から出土しているLVf0086Cがあげ

られる。肩部が下がり張り出す小型壷(50)は、縦型の流水状工字文が施され、平坦口縁甕も出土して

いる。類似した小型壷は軽米町和当地 I迫跡El4住居跡の波状文が描かれるものや津軽地方日本海沿

岸の深浦町津山遺跡第1号住居跡で出土している。津山遺跡例は変形工字文が多条化しており、沈線

の細線化と口縁内面沈線の多条化といった五所式と類似した特徴を有する高杯又は鉢と共に出土して

いる。9号住居跡は覆土中から山王m層式期の高杯(52)が出土している。耕作による破壊の為、残存

しないが9号住居も 7号住居同様に土器埋設炉が想定されており 、壁柱穴も検出されている。

［田面木平遺跡］ 青森県八戸市

弥生時代前期の住居跡 1軒と逍構外から造物が出土している。36号住居跡では、石囲土器埋設炉＋壁

柱穴が検出されている。土器は床面出土から2点、 1層出土から2点が掲載されている。楕円文が横位

に連続する高杯(46)と、肩部に列点文が施された長胴の広口壷(48)である。48の広口壷は、縄文地文

に平行沈線と列点文で施文され、津軽の井沢式の装飾に類似している。1層出土の鉢(47)は短沈線が

横位・斜位に描かれており、諏訪台C遺跡で出土している平行沈線が全面にめぐる鉢に類似する。ま

た土器底面に沈線が施される例は、深浦町津山遺跡の第2号住居跡出土の小型壷があげられる。44は

小型の甕であるが、口頸部が上下幅を持ち発達し、砂沢式以後であることが想像できる。46の横位に

連続する楕円文や47の沈線で全面が埋まる鉢は青木畑式期と考えたいが42の壷の帰属時期が新しそう

なこと、 44の甕の口頸部が発達することからやや新出の可能性がある。遺構外からは、沈線が多条化

• 細線化した変形工字文が施される高坪が出土している 。 変形工字文内外の中点部は彫去や粘土粒貼

付といった古い要素もみられるが、青木畑式の新しい段階と考える。

［牛ヶ沢(4)遺跡］ 青森県八戸市

竪穴住居跡が4軒検出されている。4軒とも、壁柱穴と4本の主柱と石囲炉を有し、炉は3軒までが、

土器埋設炉またはその痕跡が残る。各住居跡出土の甕や嵩杯から砂沢式以後の特徴を持つことは確実

である。第6号住居跡床面から出士した嵩坪(53)は、比較的細めの沈線で、変形工字文Cl型→C2型へ

の中間的文様が施される。また大日向JI遺跡SA32住居跡から出土している高杯(64)は、牛ヶ沢(4)例

とは文様モチーフは異なるが、同様に中間的文様と考えられる。高坪の文様から青木畑式の新しい段

階と考えたい。

［風張(l)遺跡］ 青森県八戸市

弥生時代前期の住居跡が8軒検出されている。すべて砂沢式期以降の遺物を含むが、遺物数は少数

である。7号住居跡では、石囲土器埋設炉＋壁柱穴が検出され、床面や床面に近い 2層中から、平行

工字文風の文様を有する鉢や無文の大型壷が出士している。馬場野1I逍跡出土土器群に類似した土器

や二枚橋式土器(54)も出土している。甕は肩部が強く張り出し、平坦口縁となる。54は結節沈線や変

形工字文B型が施文された二枚橋式期の裔杯である。当地域が南北の土器型式の接触地域であること

が理解でき、青木畑 •山王 rn 層式的な土器が在地で生産され、下北地方から二枚橋式がもたらされた

のであろう。37号住居跡では、山王m層式期の高杯(55)と波状文を有する台付深鉢(2)が出土している。

北上）1|流域と下北地方と系譜を異にする、両器種が器種構成をなすのは、当地域の特徴である。変形

工字文と波状エ字文と主文様は異なるが、文様の描き順は共通するようで、それぞれの平行沈線部と

斜線部を描出後に、反転部を描き文様を完成させている。
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［畑内遺跡］ 青森県三戸郡南郷村

岩手県との県境、新井E8川（雪谷）1|）の右岸の河岸段丘上に位置する。平成4年から継続的な調査が

行われており、砂沢式～山王皿層式期の集落跡や捨て場が検出されている。

第9号住居跡からは、石囲土器埋設炉が検出されている。床面出土の有文深鉢(57)の横型流水工字文、

59の浅鉢は変形工字文A型であり古い要素であるが、体部下半に縄文が施されさらにその中位付近に

平行沈線が2条施される装飾は、青木畑式期に認められるものである。砂沢式よりやや新しい段階と

考えたい。床面出土の58の有文深鉢は、砂沢式期に比べて無文帯が上下に間延びし、文様帯の幅が器

高の1/2程度にひろがり 、それに伴い最大径も器高の中位付近に下がっている。60の有文深鉢は、長

楕円文中に横走沈線が施されており、青木畑式期の鉢にみられる文様構成である。速賀川系壷が床面

から出土した第53号住居跡は、石囲士器埋設炉が2つ確靱されている。住居跡内出土土器より、砂沢

式またはその直後の可能性が考えられよう。第54号住居跡も石囲土器埋設炉である。畑内遣跡では、

弥生時代前期の住居跡では、八戸地方と同様に、石囲土器埋設炉が用いられる。第54号住居出土の縦

型流水工字文が施される壷(63)や、頸部の屈曲が大きく、肩部が強く張り出す甕(61・ 62)は、山王皿

層式的である。縦裂流水工字文が施文された壷は、馬場野II逍跡(LVI04住 • LVll住）に類例がみら

れる。馬場野II遺跡LVI04住居跡からは、波状工字文間に剌突が充填される台付鉢（報告書中173-4)・ 

肩部に波状文と刺突が施される壷(84)・円板状突起を有する高杯(85・86)・沈線が多条化した変形工

字文が施された高坪(83)などが出土しており、山王皿層式期であろうか。畑内遺跡では捨場と考えら

れる遺物包含層からも、青木畑式～山王川層式期の土器が砂沢式期の土器に混じって出土しており、

第54号住居跡出土土器と同一時期の可能性が高い。

［大日向II遺跡（第2次～第5次調査）］ 岩手県九戸郡軽米町

数棟の弥生時代前期の竪穴住居跡からは、青木畑式～山王皿層式的な要素を有する土器が見られる。

床面ではなく埋土中からであるが、 SA24住居跡からは遠賀）l|系壷が、 SA29住居跡からは壷用の蓋が

出土している。SA32住居跡では青木畑式期に特徴的な、崩れた変形工字文Cl型が施された鉢(66・65) 

が見られ、高杯(64)は沈線細線化と器表面のミガキが見られ、文様構成は変形工字文Cl型→C2型の

中間的形態と考えられる。集落跡からlOOm程離れた遣物集中区SXOlからは、大製の遠賀川系壷の肩

一胴部破片が出土しており 、共伴とされる土器の中には、青木畑式または山王川層式期の壺が認めら

れる。

［大日向II遺跡（第6次～第8次調査）］岩手県九戸郡軽米町

2-5次調査の集落跡から120m以上、辿物集中区SXOlから60m以上離れたFN区を中心に弥生時

代前期の土器が出士している。煮沸用の有文深鉢の無文帯が間延びしたもの(69)や肩部から強く内湾

するもの(70)、変形工字文の三角形部斜辺の描出工程が底辺と完全に分離し、長い波状文が描かれる

鉢(73・74)、三角形を基本としない変形工字文(67)や斜辺と底辺描出の分離(72)や流水状エ字文(68)

が施される高坪は、砂沢式期よりも後出する要素であろう。67の高坪は横長の楕円文をベースに変形

工字文（風）の文様が施されるが、諏訪台C迫跡の遺構外出土の高杯にも、同様の文様が描かれる。71

の深鉢や75の壷は、変形工字文の底角部が丸みを帯び、 三角形部が長楕円状に見える。長楕円をベー

スにその内側に横走沈線が加えられる文様は、青木畑式期の鉢に描かれ、青木畑遺跡や北上市蔵屋敷

遺跡で見られる。高杯または鉢の口唇部を押圧で装飾する要素も見られる。これらの土器群は 2-5
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次調査出士土器群よりは古い様相を示し、、山王rn層式ほどは細線化しておらず、青木畑式期と考え

たい。

［君成田下野場遺跡］ 岩手県九戸郡軽米町

新井田川の上流瀬月内川の支流郷坂川の右岸、標高約200mの段丘面に立地する。君成田l¥I遺跡は、

西方200mに位置する。1964年の発掘資料を、佐藤嘉広が資料紹介している（佐藤 1994)。佐藤はこの

土器群の耀年的位置付けを、弥生Ia期（ほぽ青木畑式期相当か？）としている。横型流水工字文が施

される鉢や浅鉢 ・ 有段状高杯•平行沈線が数条単位で施される高杯台部 • 甕用蓋 • 壷用蓋の存在よ り、青

木畑式期ではあろうが、変形工字文A型(76・ 77) が若干残ること • 甕頸部の外反の度合いがあまり強く

ないことから青木畑式期でも古い段階と考えたい。

［馬場野11遺跡］ 岩手県九戸郡軽米町

壷谷川と瀬月内川支流の郷坂）1|に挟まれた標高200-250mの丘陵上に位置する。弥生時代前期の住

居跡が11棟検出されており、青木畑式～山王1II陪式段階の土器が多く住居跡より出土している。円板

状突起が施された高杯など青木畑式的な土器も多く認められるが、沈線文が細線化したものも多く高

杯脚部の波状文も4条のものが存在する。報告によれば磨消縄文が施された高杯は無いようである。

高江の変形工字文の各交点に刺突や彫去や軽い粘士の盛りあがりが認められるが、粘士粒の貼付は見

られない。沈線は全体的に細線化、浙面形は鋭角的であり、無文部は良く磨かれている。脚部文様は

平行沈線だけのものと、波状文の組み合わせのものがみられる。甕類は、平坦口縁や山形突起が付さ

れ、頸部で“くの字＂状に外傾・外反し、口頸部無文で体部以下に横走 ・斜行縄文が施される器高35-

50cm程度のものと、山形突起が多く付され平行沈線・変形工字文が施される器高30cm以下のものに分

類されている。平坦D縁とセッ トになる甕用蓋は、北上）1|流域には多く認められ、同じ軽米町内の、

明らかに馬場野II遺跡に先行する段階の君成田下野場遺跡では、甕用蓋が見られるが、当遣跡では見

られない。当迫跡内での青木畑式的な土器群と 山王III層式的な土器群が同段階のものなのか、型式学

的特徴どおりに時期的に分離されるものなのかは今後の検討課題である。遺跡内での遺構の新旧関係

や型式学的な分析、北上川流域の土器との比較によるこの土器群の見直しと整理が必要であろう 。

［和当地I遺跡］ 岩手県九戸郡軽米町

瀬月内川流域の段丘から続く標高215-222mの緩斜面上に位置し、東方を北流する瀬月内川との比

高差は約44mとされる。2軒の弥生時代前期の竪穴住居跡が検出されている。焼失住居である Dl2No1 

住居跡では、弥生時代前期の土器が床面 ・埋士中 ・炉肉から出士している。住居内埋設土器が1基と

石囲土器埋設炉が検出されている。上層に縄文時代晩期の遺物を含む土層が流れ込むが、それを除く

弥生時代の土器は時間的にも限定された良好な資料と考えられる。 8]の変形工字文の要素の欠落（各

中点の彫り込みや粘土粒貼付が欠落）や、 80の嵩坪に見られる大型の脚部や乎行沈線＋無文部という

文様は、明らかに砂沢式よりは後出要素である。口縁部に平行エ字文を有する壷の体部上半に縄文が

施されることも砂沢式期にはあまり見られない要素である。82は山王1II層式に多い変形工字文C製中

に縄文が施されており、その中に剌突が充填される。住居内埋設土器の蓋として利用されていた彫り

込みや粘土粒貼付を伴わない変形工字文が重層する鉢(81)は、畑内遺跡の追構外出土土器(1997報告

書中35) や文様モチーフは異なるが馬場野 Il 遺跡LVll住居跡 ・ 上牡丹森遺跡 (22) • 砂沢遣跡（報告如

中Pl61・201)にみられる。畑内追跡例は第54号住居跡または遺構外出土の青木畑式ー山王1II層式期の
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遺構外土器と同時期であると考えられる。弥生時代前期と考えられるEl4住居跡は、報告によればD

12住居焼失後に、構築されたものとされる。

【東北地方北部の青木畑式期土器の時間的関係］

表2 東北地方北部砂沢式～山王皿層式期編年表

津軽地方 馬淵｝ II • 新井田｝1|流域

山王旧層 ・五所式期 津山(1住） • 砂沢 (A lO区）
馬場野 1I・大淵 ・風張(l)(7住） ・弥次郎窪 ・和当地
I・畑内(54住）

青木畑式（新）期 上牡丹森 • 砂沢 (AlO区） 馬場野II・牛ヶ沢(4)(6住） ・大B向Il(S A32) 

青木畑式期 砂沢 大日向Il(FN区）・畑内 (9住）

行木畑式（古）期 砂沢 ・宇田野(2)・諏訪台C 君成田下野場 ・戸沢川代 ・前坂下(3)

砂沢式 ・山王N上界式期 砂沢 是JIl堀田 ・畑内(99報告ー遺構外） ．君成田N(J 55住）

重的に少ない土器群など時期の認定が困難であったが、各土器群の比較によって考えた東北地方北部

の青木畑式期前後の土器群の時間的関係を表 2にまとめた。その結果、青木畑式期に属する土器群が、

津軽馬淵川新井田川流域地方共に少数である。これは、まず宮城県地方と馬淵） I I• 新井田川流域地

方の地域性を把握できず、その為、各土器群の持つ地域性を時期差と誤認した可能性があげられる。

馬淵川・新井田川流域を介在させて、東北地方北部と中部の時間的対応関係の理解も期待したが、不

完全と言わざるを得ない結果となった。地域内での前後関係はある程度整合性を持つと考えているが、

地域間での同時代性にはズレが生じている可能性は否定できない。

4 特定細別器種の分布と土器の動き

青木畑式～山王III層式に特徴的な細別器種を抜き出し、その分布を概観することで該期の土器の動き

と広がりを把握したい。

①平坦口縁で、平行沈線と無文帯で装飾される翡江

杯部が緩やかに内湾し、平坦口縁を有する高杯。脚部の装飾が3条一組の平行沈線のものが多い。青

森県砂沢 • 上牡丹森 •牛ヶ沢 (4) ・ EB面木平 • 畑肉（三林1997 • 茅野2000) 、 岩手県軽米町和当地 I · 馬場野

Il• 都南村（現盛岡市）手代森 • 湯田町本内 Il （山王 m 層式期？） ・大船渡市上甲子 ・ 長谷堂貝塚 ・ 陸前裔田

市中沢浜貝塚、 宮城県一迫町青木畑 • 気仙沼市田柄貝塚で出土 している。青木畑式の分布園全域に存

在し、圏外の津軽地方にも持ち込まれている。

②平坦口縁で、変形工字文が施される高杯

杯部が緩やかに内湾し、平坦口縁を有する。これも平行沈線と無文帯を有する高杯と同様に、青木畑

式分布圏全域に存在し、津軽地方の砂沢逍跡や下北半島の脇野沢村瀬野逍跡・大館市諏訪台C逍跡・秋

田市湯ノ沢 F遺跡でもみられる。砂沢遺跡・瀬野遺跡例は金雲母を含み、岩手県域からの搬入品の可

能性が高い。砂沢遺跡例の1点(1)は変形工字文 A型が施され、青木畑式期でも古手の様相を示す。

大日向Il遺跡の FN区でも、横型の流水状工字文が施されたもの(68)が出土している。

③有段高杯

生石2式に特徴的なこの形態は、太平洋側の青木畑遺跡などでも見られ、北上川流域及び新井田川 ・

馬淵川流域や三陸地方にも分布する。二枚橋式 ・山王III層式にもこの器形は見られる。生石2式では

この有段タイプが高坪の主体をなすのに対し、二枚橋式を除く他地域ではそれ以外が主体的である。
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青木畑式期のものは青木畑 • 君成田下野場 (78) • 八幡 (40) 、青木畑ー山王 rn 層式期のものは畑内 • 馬場

野 II • 砂沢 • 田面木平造跡などで出士している 。 古い段階での有段嵩坪は、後述する丸底鉢と文様帯 ・

文様構成において共通点が多く、東北地方中部日本沸側では両者が共存するが生石2遺跡では圧倒的

に有段高坪が多い。

④丸底鉢

縄文時代晩期終末～弥生時代前期に、宮城県～福島県北部・山形県・秋田県南部の東北地方中部を中心

に分布するものである。青木畑遺跡では、表採資料に含まれているが、装飾からみて青木畑式期と考

えられる。東北地方北部では、剣吉荒町・君成田w遺跡で出土している。丸底鉢は、口頸部と胴屈曲

部の上下 2つの文様帯を有し、その中間部には無文帯が存在する。この文様帯の構成は、上記の有段

翡杯と共通し、またそれぞれの文様帯の文様も類似する。

⑤上部で膨らみを有する筒形の土器（上膨筒形土器）

青木畑式•生石2式を構成し、東北地方中部を中心に、丸底鉢よりは狭いが同様の分布をみせる。馬

淵川 • 新井田） 1| 流域や三陸地方では存在しないようである 。 山形県生石2• 上竹野・螢沢・地蔵池・観音岩、

秋田県上熊ノ沢・梨ノ木塚・湯ノ沢A、宮城県青木畑・鱚沼、福島県藤堂塚遺などで見られる。系統不

明の土器で、突如として現れるようである。

［まとめ】

①と②は青木畑式の高杯の移動範囲を、④と⑤は東北地方中部の青木畑式期の地域圏を示していると

考えられる。金雲母を多く含む土器に関しては、須藤隆や利部修によって注意され、花岡岩の崩落士

を産する北上山地地方からの搬入品であることが指摘されていた。金雲母を含み、橙色系の色調を帯

びるものは岩手県域からの搬入品と考えられそうであるが、このような土器は、八戸地方だけでなく、

津軽下北地方 • 秋田県北部にももたらされている 。 山王 m層式期に盛んに混和されるようであるが、

その前段階の青木畑式期にも、奥羽山脈を超えていることは確実であり 、また諏訪台C遺跡では砂沢

式期の可能性もある。岩手県域から、津軽 • 秋田北部地方に持ち込まれた土器は、平行沈線と無文帯

又は流水工字文 • 変形工字文A裂が施された高坪と縄文時代晩期後葉からの伝統的な壺の 2 器種に限

られる。また反対に、断面半円形の太い沈線と器表面の光沢をもたらす丁寧なミガキを特徴とする、

砂沢式の鉢類は津軽地方以外へもたらされている。八戸•岩手北部地方の砂沢式とされる土器には鉢・

有文深鉢 • 台付鉢•蕪等がある 。 これらは八戸地方での製作であろうが、 特徴的に砂沢式と呼べそうな

土器は、在地の土器中に少量混じる程度である。砂沢式に特徴的な無文帝を有する煮沸用の有文深鉢

は馬淵川 • 新井田川流域でも定着している 。

青木畑式が土器型式としてまとまりをもって、分布するのは仙台平野 • 三陸沿岸部・北上川流域•馬

淵） 1 |• 新井田） 1 |流域であろう 。 馬淵川 • 新井田川流域は、砂沢式• 二枚橋式との接触域であり、北の

器型式の要素を多分に有するが、北上）11流域との共通性が高いことも事実である。北上川流域は、遠

賀川系土器の受容が、日本海沿岸部 • 津軽地方·馬淵） I I• 新井田川中下流域より一段階遅れるとされて

いる。しかし、最近では馬淵）1|中流域の二戸市足沢遺跡で、大洞A'式に伴った「板付IIa式」の壷肩部

破片の出土が報告されている（須藤1999)。青木畑式の前段階からの、奥羽山脈の東西の交流の結果が、

金雲母を含む士器や砂沢式土器の相互移動として確認される。当初、東北地方北部の青木畑式期の、

土器群の大まかな前後関係と土器の動きを把握したいと考えていたが、 最的に少ない土器群での時間
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軸の整理は、時期尚早の感はある。自分なりに設定した段階に各土器群をあてはめたのであるが、青

木畑式併行の東北北部の土器群が僅かなものとなった。北上）II流域の山王IV上層式から山王m層式ま

での細かな変遷を私自身理解できていなかったことと、特に津軽地方に関しては青木畑式の分布圏外

であり 、 馬淵川 • 新井田川流域を介在させなくてはならず、 その為直接的に時間的位置が確定できな

かった。地域内での緻密な編年の確立後に、他地域との比較もより意味のあるものとなろう。変革期

の様相の追及には課題は多く 、 砂沢遺跡 • 馬場野 II 迫跡 • 生石 2 遺跡など農富な資料の再検討、 該期の

秋田県中南部杓陸と山形県 • 岩手県の関係、 恵山式土器と共通点を有する二枚橋式土器の存続期間

五所式の型式内容と存続期間、在地土器の細かな編年による遠賀川系土器の時期決定、瀬野遺跡で出

土した遠賀）1|系壷の評価、渡島半島をはじめとする北海道との関係、列島内外での東北地方の該期社

会の評価等があげられよう。埋蔵文化財の調査 ・保護に携わるものとして、今後も該期の究明にあた

り、改めて稿を起こしたいと考えている。

本稿の作成にあたり、多くの方々にご協カ ・ご指導をいただきました。特に文献の入手にあたって、

畠山昇氏、仙庭伸久氏、矢島敬之氏、木村高氏、藤井誠二氏、菅原哲文氏、茅野嘉雄氏、佐藤智生氏

にはご配慮いただきました。感謝申し上げます。
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大光寺城跡の歴史景観復元について

齋藤 正

1 はじめに

開発等により失われた過去の景観を復元する方法には、文献史料を利用する方法、発掘調査で検出

された迫構からの検討がある。しかし、すべての地域に文献史料が残っているわけではく、むしろ残っ

ている方が少ないことがほとんどである。発掘調査による景観復元も、面的に限りがあり完全である

とはいえないのが現状である。これらの方法の他に地籍圏、地形図、絵圏を使って景観を復元する歴

史地理学的方法がある。

大光寺城は、14世紀から津軽地方の中世史に姿を現し、16世紀には石川城（弘前市）と共に南

部氏の津軽地方支配の拠点であった城跡である。平賀町教育委員会による発掘調査により 、城跡が機

能していた時期、城肉での生活様式など解明されている状況である。しかし、景観については、ほと

んど明らかにされていない状態である。

今回は、絵固、地籍図等から戦国時代に南部氏の津軽地方支配の一端を担った大光寺城の景観につ

いて紹介していく事にする。

2 位置 （図 l)

大光寺城は、青森県南津軽郡平賀町大光寺字三村井に所在し、平賀町の中心部から北西 1kmに位置

する。中世には、東方に浪岡方面に通じる乳井通、南西に大鰐 ．碇ヶ関を経由して鹿角方面に通じる

羽州街道と交通の要衝に立地していた。城跡は標高約 38mの微高地にあり周囲の水田とは比高差約

2 ~ 3メー トルの平城である。西側を流れる六羽川を天然の堀にしている。

城跡の所在する大光寺地区は、宅地造成や道路建設といった開発により景観が急激に変貌している

地区であり、城跡は宅地化が進み、旧状を知ることは困難になりつつある。

3 歴史

元弘4年 (13 3 4)正月 10日沙弥道為軍忠状 （註 1) に 「大光寺楯」と記載されていることに

始まる。歴応2年 (1339)5月20日曾我貞光申状（註2) に南部氏、小笠原氏、倉光氏の攻撃

により「大光寺外楯打落之処」の記述がみられる。 14世紀前半には大光寺に城館が存在したと思わ

れる。なお、曾我貞光は鎌倉時代に津軽入りした曾我氏の子孫であり、その本拠地は岩楯 ・大光寺で

あった。その後、 14世紀後半に曾我氏は南部氏により攻め滅ぽされる。

1 6世紀に奥州藤原氏滅亡後、奥州総奉行となった葛西三郎清重の子孫と言われる葛西頼消が大光

寺城主なる。文亀2年 (1502) （註3) と天文2年 (1533) （註4) に南部氏に討たれた記述

がみられる。年代に差があるが大光寺城が南部氏の攻撃を受け、支配下に置かれたことは確かであろ

つ。

天文 15年 (15 4 6) に北畠氏により編纂された 『津軽郡中名字』（註 5) には

「（略）鼻和郡三千八百町ハ大浦ノ屋形南部信州源盛信卜申也、平賀郡二千八百町ハ大光寺南部遠

州源政行 卜申也、田舎郡二千八百町奥法郡二千余町沼深保内一千貰ハ伊勢国司浪岡御所源具永卿也

（略） j とある。

記述からは鼻和郡大浦城に大浦盛信、田舎郡浪岡御所（浪岡城）に北畠具永、平賀郡大光寺城に南
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部政行が居城していたことを示して、津軽地方が3郡に分かれ支配されていたことが窺える。

政行が大光寺城に居城した後は、南部氏一族、或いは家老とも言われる滝本播磨守重行が城主とな

る。天正3年と 4年 (1575-1576)の二度にわたり大浦為信に攻められて大光寺城は落城し、

滝本播磨守重行は南部に逃れた（註6)。

落城した大光寺城は、天正10年頃、南部氏に奪われた模様である（註7)が再び大浦氏の支配下と

なり慶長4年 (l5 9 9)為信の娘婿、津軽左馬之助建広が城主となる（註8)が、炭長 l5年 (l

6 l 0)弘前城築城に伴い、取り壊され廃城となる （註9)。

4 大光寺城の景観復元

大光寺城の景観復元には、地形、地名と次の諸資料から合わせて行った。

①地籍図

②弘前広域都市計画圏（平賀町）平成9年修正

③天和 4 年大光寺村書上絵囮 • 本町村翡上絵圏（註10)

④津軽諸城の研究（註11)

このうち、 ①の地籍図については明治時代の地租改正法に基づく地籍圏を入手出来なかったために

近年の地籍図（註12) を使用せざるを得なかったことを断っておきたい。これから水田等を省いて作

成したものが図 3である。③の天和の絵図は近世の絵圏ではあるが村名、道路、用水堰、寺社等が記

載されており 、文献史料の乏しい県内の中世を知るうえで大きな手がかりとなる。

(1)城館の構造

大光寺城跡は 『津軽諸城の研究』において北郭 ・ニノ郭（主郭） ・ーノ郭 ・袖郭の 4郭で構成され

ていたとされている。しかし、沼館氏が踏査を行った終戦当時ですら、郭内には民家が建ち並び、城

跡を巡る堀は殆ど埋められ、一ノ郭とニノ郭の間、ニノ郭と北郭の間の堀跡も埋め立られ道路となる

など遺構等はほとんど確認出来ない状態にあった。現在、当時より開発が進んでいることから、4郭

及び堀等の遺構を知ることはさらに困難な状況である。

しかし、医2から城跡を詳細に観察すると、一ノ郭とニノ郭の間の道路から城南、城西を通りニノ

郭と北郭の間の道路にかけて、畑地や果樹圃となり、住宅地より約 2メートルから 4メートル低く巡っ

ている所が確認できる。図 3で見ると地割が異なっているのが読みとれ、城跡を巡る堀跡と考えられ

る。第3図では、一ノ郭とニノ郭の間の道路北側にも異なった地割が認めれることから堀跡と考えら

れる。堀跡と考えられるこの地割は途中で途切れるが、さらに延びて先ほどの地割と結びつき城跡を

四周する堀の地割を呈するものと思われる。

ーノ郭とニノ郭の間、ニノ郭と北郭の間の堀跡は道路の下にあり 、因3からも明らかではない。し

かし、発掘調査においてニノ郭の南北にある 2つの道路付近から堀跡が検出されたことから道路が堀

跡であったことが確認されている（註13)。
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ニノ郭
（主郭）

図3 大光寺城城下町推定復元図
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本町村書上絵図
天和4年の絵図（平賀町誌上巻より転載）
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(2)大光寺城周辺の景観

大光寺城は r津軽郡中名字』にあるように南部氏の平賀郡支配の拠点であった。従って、町場（城

下町）が存在したと考えられる。『津軽諸城の研究』にも 「侍屋敷は城西で、（略）本町は城下町であ

る。」と記されているので、復元してみることにする。

城跡の西側には用水堰を隔て「滝本」と思われる「ー滝本」の小字名がある。回3から分かるよう

に「一滝本」の中を一巡りする道沿いには、大小の「短冊型地唐IJJがびっしり見られる。「短冊型地割」

は中世の町場に見られることから、中世からのものだったとみて間違いないと思われる。滝本は大浦

為信に攻められた際の城主滝本氏に由来していると考えられ、 一族 ・直属家臣団階級の人間が生活し

ていた町場と思われる。

「本町」の小字名は城跡の南側にある。滝本から続く道が南東 ・南西の二手に分かれた道沿いに「短

冊型地割」が2カ所見られ、町場が存在したと考えて間違いないと思う 。

天和 4年 (16 8 4)の大光寺村書上絵図（囮4)には「古城」（大光寺城跡）の西側に 「大光寺村」

（一滝本）の集落があり 、道が集落内を通って北 ・南東 ・西の 3方向に延びている状況が描かれてい

る。本町村害上絵図（図 4) からは「本町村」 （本町）の集落があり 、大光寺道を含めて 4方向から

道が通っているのが見て取れる。2つの絵圏に描かれた集落や道の様子は図 3に記載されている短冊

型地割 ・道とほとんど変わらずに一致する。大光寺城落城後、津軽氏の支配により整備が行われた可

能性もあるが、基本的には、津軽氏支配以前に成立していたと考えて間違いないであろう。

以上のように、大光寺城は、城の西側（一滝本）には城 ・直属家臣団居住区、南側（本町）に町場

を持ち、城 ・直属家臣団居住区と町場が並立する（註14)戦国期城下町の姿を持っていたことが考え

られる。

5 まとめ

南部氏の津軽支配の拠点であった大光寺城は、「短冊型地割」の町並みを持った戦国城下町であっ

たことが窺える。『津軽郡中名字』に記述されているように平賀郡の拠点としての位置付けは可能で

あると推察される。

しかし、景観の復元というには、明治時代の地籍医を使用 していない点などから不十分であった感

じは否めない。今後は平賀町教育委員会による発掘調査や地籍薗による町場の範囲の確認、絵図から

古道の検討、寺社配置などを厳密に行い、広く 解明していくことが今後の課題となるであろう 。

筆者の勉強不足のため、多くの誤解等が見られるものと思う。先学諸氏のご教示を賜りたいと思う

次第である。

なお、本稿は平成9年度國學院大學に提出した卒業論文の一部を修正したものである。記すにあた

り、千々和 到先生、浪岡町史編纂室の工藤清泰氏には様々な形でご指導いただいた。また、平賀町

郷士資料館の小笠原 豊氏、渡部 学氏には資料提供や現地踏査で多大なお力添えをいただいた。末

鉦ながら厚くお礼申し上げる次第です。



66 齋 藤 正 ：大光寺城跡の歴史景観復元について

註

(1)弘前市 1995 「南部家文書」 r新編弘前市史資料編 1 （古代 ・中世編）』630（文害番号）

(2)弘前市 1995 「南部家文書」 『新編弘前市史資料編 1 （古代 ・中世編）』 680

(3)弘前市 1995 「館越日記」 『新編弘前市史資料編 1 （古代 ・中世絹）』 875他

(4)弘前市 1995 「前代歴譜」 『新編弘前市史資科編 1 （古代 ・中世編）』898他

(5)弘前市 1995 「津軽郡中名字」『新編弘前市史資料糎 1 （古代 ・中世編）』 915

(6)弘前市 1995 「永禄日記」 『新編弘前市史査料編 1 （古代 ・中世編）』1001他

(7)弘前市 1995 「聞老遣事」 『新編弘前市史賽料編 1 （古代 ・中世編）』1042

(8)弘前市 1996 「津軽一統志」 『新編弘前市史資料編 2 （近世編 1)』73他

(9)弘前市 1996 「津軽一統志」 『新編弘前市史資料緬2 （近世編 1)』283他

(10)平賀町 1985 『平賀町誌』上巻

(11)沼館愛三 1977 『津軽諸城の研究』

(12)地籍図には、昭和63年に城跡の北東に移転した小和森小学校の地割が記載されていないことか

ら、この地籍関は昭和63年以前に作成されたと推測される。

(13)平賀町教育委員会 1989『大光寺新城跡遺跡発掘調査 第 1次調査．＇

1990『大光寺新城跡遺跡発掘調査 第2次調査』

(14)市村高男 1985「中世後期における都市と権力」 『歴史学研究』 547号



研究紀要第 5号

2000年3月15日印届lj

2000年3月15日発行

網集•発行 青森県埋蔵文化財調査センタ ー

〒038-0042 青森市新城字天田内152-15

電話 017-788-5701

FAX 017-788-5702 

印 刷 長尾即刷株式会社

〒030-0931 青森市平新田字森越17-1 

電話 017-726-7121 





BULLETIN 

OF 

AOMORI PREFECTURAL ARCHAEOLOGICAL 

ARTIFACTS RESEARCH CENTER 

No.5 

CONTENTS 

Prehistoric use of natural asphalt in northern Honshu island FUI〈UDATomoyuki 

Entrance of pit house during the Jomon priod in Aomori prefecture NARITA Sigehiko 

Pottery used as "lamp" in the Jomon period SHIRA TORI Funiio 

Grind stones from the Hatanai site in Nango village CHINO Yoshio 

Aokibata type pottery in northern Tohoku district AGASHIMA Y1んtaka

Historical surroundings of the Daikoj i castle SAITO Tadasi 

March 2000 

AOMORI PREFECTURAL ARCHAEOLOGICAL 

ARTIFACTS RESEARCH CENTER 




